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紹
介
小
島
道
裕
　
マ
ル
ク
ス・リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
形
状
　
縦
二
三
・
九
㎝
、
横
一
六
・
五
㎝
、
一
九
丁
（
原
表
紙
含
む
）
の
袋
綴
の
冊
子
で
、
す
べ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
お
り
、
原
表
紙
の
外
に
後
補
表
紙
が
あ
る
。
修
補
奥
書
に
よ
れ
ば
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
装
潢
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
状
は
そ
の
時
以
来
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
原
表
紙
に
も
後
補
表
紙
に
も
表
題
は
な
く
、「
出
陣
次
第
」
の
書
名
は
、
修
補
奥
書
の
「
右
　
出
陣
次
第･･･
」
か
ら
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
す
で
に
通
用
し
て
お
り
、
内
容
と
大
き
く
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
本
稿
で
も
こ
れ
を
用
い
て
い
る
。
成
立
と
伝
来
　
表
紙
下
部
に
は
、
戦
国
大
名
北
条
氏
の
一
族
で
、
玉
縄
城
（
現
鎌
倉
市
）
城
主
で
あ
っ
た
、
北
条
氏
繁
（
初
名
康
成
、
天
文
五
～
天
正
六〈
一
五
三
六
～
一
五
七
八〉
）
の
花
押
が
あ
る
。
ま
た
、
表
紙
見
返
し
に
は
、「
是
当
家
之
秘
傳
也
、
人
ニ
ミ
せ
候
ハ
ゞ
そ
の
ほ
う
の
は（罰
）ち
に
可
成
也
、
氏
勝（
花
押
）」と
い
う
、
氏
繁
の
次
男
氏
勝（
永
禄
二
～
慶
長
一
六〈
一
五
五
九
～
一
六
一
一〉
）
に
よ
る
識
語
が
あ
る
。
は
じ
め
に
　『
出
陣
次
第
』
は
、
戦
国
時
代
に
遡
る
武
家
故
実
書
の
原
本
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
当
館
に
は
、「
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
」
中
の
一
書
と
し
て
収
蔵
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
も
概
要
は
紹
介
し
て
き
た
が
）
（
（
、
全
文
の
翻
刻
と
詳
細
な
検
討
は
い
ま
だ
行
え
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
、
二
〇
一
〇
年
秋
の
企
画
展
示
「
武
士
と
は
何
か
」
の
内
容
を
協
議
す
る
中
で
、
共
同
研
究
員
・
展
示
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
で
あ
っ
た
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
と
小
島
が
翻
刻
と
注
釈
の
作
業
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
展
示
図
録
等
で
は
ご
く
一
部
の
紹
介
し
か
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
に
全
文
と
解
説
を
掲
載
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
用
字
や
文
意
に
は
独
特
で
難
解
な
部
分
も
多
く
、
今
回
の
紹
介
も
完
全
な
も
の
と
は
言
い
難
い
が
、
公
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
豊
か
な
内
容
に
つ
い
て
利
用
の
便
を
図
る
と
共
に
、
不
十
分
な
点
に
つ
い
て
の
御
指
摘
を
待
つ
こ
と
と
し
た
い
。
　
な
お
、
本
稿
の
執
筆
は
、
書
誌
に
つ
い
て
は
小
島
、
内
容
の
分
析
に
つ
い
て
は
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
が
担
当
し
、
翻
刻
と
注
釈
の
作
成
は
両
名
が
共
同
で
行
っ
た
。
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内
容
が
、
軍
陣
で
の
作
法
や
行
動
に
つ
い
て
教
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
漢
字
に
振
り
仮
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
見
て
）
（
（
、
氏
繁
が
ま
だ
若
年
の
息
子
に
書
き
与
え
た
も
の
と
見
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
　
そ
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
表
紙
に
あ
る
氏
繁
の
花
押
が
、
永
禄
四
年（
一
五
六
一
）
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
タ
イ
プ
の
も
の
で
、
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
に
は
形
状
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
）
（
（
、
ま
た
本
来
の
嫡
子
は
長
男
の
氏うじ
き
よ舜
で
あ
り
、
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
ま
で
そ
の
発
給
文
書
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
氏
繁
が
本
書
を
与
え
た
相
手
は
、
次
男
の
氏
勝
で
は
な
く
、
長
男
の
氏
舜
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
氏
舜
が
死
去
し
た
後
に
家
督
を
継
い
だ
氏
勝
が
、
家
の
秘
伝
を
記
し
た
書
と
し
て
こ
れ
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
次
の
世
代
に
渡
す
際
に
、
表
紙
裏
の
識
語
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
相
手
は
、
氏
勝
の
一
五
歳
下
の
弟
（
氏
繁
四
男
）
で
氏
勝
の
養
子
と
な
っ
た
繁
広
を
想
定
す
べ
き
か
と
考
え
て
い
た
が
、
系
図
類
に
は
見
え
な
い
も
の
の
、
氏
勝
に
は
実
子
と
思
わ
れ
る
氏
明
が
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
た
め
）
（
（
、
氏
勝
が
識
語
を
書
い
て
本
書
を
授
け
た
の
は
、
氏
明
と
考
え
る
の
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。
　
氏
勝
は
、
天
正
一
八
年
（
一
五
九
〇
）
に
小
田
原
が
落
城
し
た
際
、
玉
縄
城
に
立
て
籠
も
っ
た
が
、
徳
川
家
康
に
降
伏
し
、
現
佐
倉
市
内
に
あ
る
岩
富
城
一
万
石
の
城
主
と
な
っ
た
）
（
（
。
氏
勝
の
死
後
、
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）
に
岩
富
藩
は
廃
藩
と
な
り
、
養
子
と
し
て
跡
を
継
い
だ
北
条
氏
重
（
保
科
正
直
四
男
）
は
、
転
封
を
繰
り
返
し
た
後
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
掛
川
藩
主
と
し
て
死
去
し
、
嗣
子
な
き
た
め
改
易
と
な
っ
て
い
る
。
　
先
に
氏
勝
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
繁
広
は
、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
れ
ば
、
氏
勝
の
死
後
、
家
臣
堀
内
靫
負
某
が
氏
重
を
立
て
る
た
め
に
江
戸
に
行
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
自
ら
も
江
戸
に
行
き
、
急
死
し
た
と
い
う
。
し
か
し
繁
広
の
子
正
房
（
初
名
氏
長
。
北
条
流
軍
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
）
は
旗
本
に
取
り
立
て
ら
れ
、
家
が
存
続
し
た
。
　
一
方
、
修
補
奥
書
に
よ
れ
ば
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
は
、「
壽
栄
」
な
る
人
物
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
地
下
官
人
で
あ
っ
た
澤
村
壽
栄
と
考
え
ら
れ
る
。『
地
下
家
伝
』
に
よ
れ
ば
、
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
生
ま
れ
、
弘
化
三
年
当
時
は
三
九
歳
で
正
五
位
上
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
に
後
の
明
治
天
皇
が
生
ま
れ
る
際
、
そ
の
御
用
掛
と
な
り
、
日
記
は
『
明
治
天
皇
紀
』
に
使
わ
れ
て
い
る
）
（
（
。
　『
出
陣
次
第
』
が
い
つ
北
条
家
か
ら
離
れ
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
氏
勝
が
識
語
を
記
し
て
か
ら
以
後
、
江
戸
期
の
あ
る
時
点
で
外
部
に
流
出
し
、
書
籍
を
収
集
し
て
い
た
澤
村
壽
栄
の
手
に
渡
っ
て
修
補
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
死
後
で
あ
ろ
う
か
、
さ
ら
に
澤
村
家
か
ら
出
た
も
の
を
、
同
じ
京
都
に
い
た
田
中
教
忠
が
収
集
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
伝
来
は
単
純
で
な
い
が
、
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
書
が
貴
重
な
故
実
書
で
あ
る
こ
と
は
常
に
認
識
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
価
値
を
知
っ
た
人
々
の
間
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
項
目
　
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
章
で
紹
介
す
る
が
、
全
体
を
概
観
す
る
た
め
に
、
目
次
的
な
形
で
全
八
八
条
の
配
列
を
示
し
て
お
き
た
い
。
〔
１
〕
～
〔
（（
〕　
出
陣
の
際
の
作
法
〔
（7
〕
～
〔
（（
〕　
具
足
・
武
具
の
取
り
扱
い
〔
（（
〕
～
〔
（（
〕　
幡
の
取
り
扱
い
〔
（（
〕
～
〔
（（
〕　
軍
陣
神
勧
請
・
鬨
の
声）7
（
〔
（（
〕
～
〔
（8
〕　
戦
陣
で
の
文
書
の
書
き
方
〔
（9
〕　
　
　
　
　
首
の
見
せ
方
（〔
（7
〕
と
同
内
容
）
〔
（0
〕　
　
　
　
　
勝
ち
鬨
と
首
実
検
（〔
7（
〕
と
同
内
容
）
〔
（（
〕　
　
　
　
　
城
の
塀
と
狭
間
〔
（（
〕　
　
　
　
　
陣
中
三
魔
〔
（（
〕　
　
　
　
　
武
具
の
縫
い
方
〔
（（
〕
～
〔
7（
〕　
首
実
検
の
作
法
314
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〔
77
〕　
　
　
　
　
切
腹
さ
せ
る
時
の
酒
の
作
法
〔
78
〕
～
〔
8（
〕　
幕
の
作
法
〔
87
〕　
　
　
　
　
弓
懸
を
着
け
る
時
凍
え
ぬ
こ
と
〔
88
〕　
　
　
　
　
弓
の
「
む
ら
こ
き
」
の
こ
と
　
以
上
、
多
少
の
重
複
も
あ
り
、
必
ず
し
も
十
分
整
理
さ
れ
た
配
列
で
は
な
い
が
、
出
陣
、
武
具
、
幡
、
文
書
、
首
実
検
、
陣
幕
な
ど
、
ま
と
ま
っ
た
内
容
が
い
く
つ
か
あ
り
、
そ
の
合
間
に
、
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
に
個
別
の
条
項
が
い
く
つ
か
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
　
内
容
的
に
は
、『
今
川
大
双
子
』『
宗
五
大
草
子
』
な
ど
他
の
故
実
書
）
8
（
と
類
似
し
た
内
容
の
も
の
も
あ
り
、
そ
の
関
係
は
適
宜
注
釈
に
記
し
た
が
、
全
体
と
し
て
は
、
殿
中
で
の
作
法
な
ど
に
類
す
る
も
の
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
地
方
の
城
主
が
実
際
の
戦
陣
で
な
す
べ
き
行
い
を
ま
と
め
た
も
の
と
い
う
性
格
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
よ
う
な
特
質
に
お
い
て
も
、
本
書
は
貴
重
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
（
（
）　
小
島
「『
出
陣
次
第
』
―
父
が
子
に
与
え
た
大
将
の
作
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
―
」『
歴
博
』
一
〇
四
号
、
二
〇
〇
一
年
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
企
画
展
示
「
天
下
統
一
と
城
」（
二
〇
〇
〇
年
）
で
展
示
し
、
内
容
の
紹
介
を
試
み
た
。
　
　
　
な
お
、「
陣
」
の
文
字
は
、
原
本
の
本
文
で
は
本
字
の
「
陳
」
を
用
い
て
お
り
、
翻
刻
で
は
こ
れ
に
随
っ
て
い
る
。
（
（
）　
振
り
仮
名
は
、
平
仮
名
の
も
の
と
片
仮
名
の
も
の
が
あ
る
。
平
仮
名
の
も
の
は
多
く
が
本
文
と
同
筆
か
と
思
わ
れ
る
が
、
片
仮
名
の
も
の
は
、
細
い
線
で
書
か
れ
た
も
の
な
ど
、
本
文
と
は
異
筆
の
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
も
い
く
つ
か
の
異
筆
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
書
を
渡
さ
れ
た
人
間
が
、
口
伝
を
受
け
て
書
き
込
ん
だ
可
能
性
な
ど
、
本
書
の
使
用
に
関
わ
る
問
題
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
（
（
）　
佐
藤
博
信
編
『
玉
縄
北
条
氏
関
係
資
料
集
』
千
葉
大
学
文
学
部
史
学
科
佐
藤
研
究
室
、
二
〇
一
〇
年
（
（
）　
佐
藤
編
前
掲
書
に
は
、
文
禄
元
年
（
一
五
九
二
）
の
発
給
文
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
北
条
氏
勝
に
つ
い
て
は
、『
大
日
本
史
料
』
慶
長
一
六
年
（
一
六
一
一
）
三
月
二
四
日
条
に
関
連
記
事
が
あ
る
。
（
（
）　
城
跡
は
佐
倉
市
岩
富
町まち
に
現
存
し
、
岩
富
城
主
時
代
の
遺
品
が
、
付
近
の
寶
金
剛
寺
に
残
さ
れ
て
い
る
。
小
島
「
北
条
氏
勝
の
寄
進
し
た
袈
裟
―
佐
倉
市
宝
金
剛
寺
所
蔵
七
条
・
横
被
の
銘
文
に
つ
い
て
―
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
特
別
展
示
図
録
『［
染
］
め
と
［
織
り
］
の
肖
像
』
二
〇
〇
八
年
（
（
）　
澤
村
壽
栄
に
つ
い
て
は
、
小
倉
滋
司
氏
よ
り
ご
教
示
を
得
た
。
（
7
）　『
大
和
三
位
宗
恕
家
乗
』（
本
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
鬨
の
声
は
軍
神
を
勧
請
し
、
ま
た
送
る
た
め
の
も
の
で
、
む
や
み
に
あ
げ
て
は
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。
　
　
一
時
（
鬨
）
の
声
の
事
　
　
　
軍
神
勧
請
し
た
て
ま
つ
る
音
を
ハ
時
つ
く
る
と
云
、
敵
陣
敵
軍
推
破
勝
軍
の
時
、
勧
請
神
を
お
く
り
た
て
ま
つ
る
音
を
ハ
勝
時
と
名
つ
く
る
也
、
然
ハ
か
り
そ
め
に
も
ミ
た
り
に
時
か
し
ら
を
あ
け
さ
る
也
、
　
　
軍
陣
神
勧
請
の
次
に
鬨
の
声
の
条
項
が
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
意
識
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。
（
8
）　
注
釈
で
引
用
し
た
故
実
書
は
、『
群
書
類
従
』
な
い
し
『
続
群
書
類
従
』
の
武
家
部
に
所
収
。
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［『出陣次第』］……小島道裕　マルクス・リュッターマン
（
小
島
）
『
出
陣
次
第
』の
内
容
を
検
討
し
て
　
判
断
、
実
行
に
あ
た
っ
て
、
合
理
性
や
信
仰
、
理
念
や
哲
学
、
倫
理
や
慣
習
、
経
験
や
道
徳
な
ど
を
基
準
と
す
る
。
そ
れ
に
呪まじない
と
占
い
を
加
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
東
西
南
北
、
左
右
、
上
下
、
陰
陽
暦
、
干
支
、
七
九
曜
、
四
季
、
星
座
、
そ
し
て
季
節
・
素
材
の
五
行
な
ど
を
判
断
基
準
と
す
る
）
（
（
。
そ
の
多
く
の
経
験
・
規
範
・
信
条
は
社
会
の
富
を
も
た
ら
す
農
耕
の
政
策
（
雨
、
風
の
有
無
を
卜
問
す
る
な
ど
）
に
起
因
し
、
戦
争
な
ど
そ
の
他
の
範
囲
に
及
ん
で
も
、
人
間
の
「
行
い
」
に
影
響
し
、
そ
れ
を
指
南
す
る
。
古
代
・
中
世
・
近
世
・
近
代
を
経
て
、
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
各
種
の
信
仰
、
知
識
、
意
識
、
智
恵
は
人
間
に
決
意
の
力
を
与
え
、
連
帯
感
を
強
め
、
恐
怖
や
苦
悩
を
克
服
さ
せ
る
。
お
の
ず
か
ら
の
戦
死
へ
の
覚
悟
、
備
え
も
あ
れ
ば
、
敵
の
怨
霊
に
対
す
る
恐
怖
も
無
視
で
き
な
い
。
と
り
わ
け
「
生
」
と
「
死
」
と
い
う
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
か
か
る
指
南
は
求
め
ら
れ
、
慰
め
が
欲
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
飢
饉
と
戦
の
も
っ
と
も
著
し
い
共
通
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の「
行
い
」を
中
国
で
は「
道
」
と
い
う
よ
う
に
、
日
本
で
も
「
神
道
」
と
い
い
、
神
々
の
行
い
を
指
し
た
の
に
対
し
て
、
人
間
に
も
身
分
や
地
位
、
性
、
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
、
然
る
べ
き
「
行
い
」
が
求
め
ら
れ
、「
諸
々
の
道
」
と
理
解
さ
れ
て
き
た
）
（
（
。
人
間
関
係
に
お
い
て
は
、
祖
先
崇
拝
は
儀
礼
（
吉
凶
）
を
中
心
に
す
る
の
が
礼
学
で
あ
り
、
天
や
地
、
神
や
祇
と
の
関
係
で
は
各
々
の
慣
習
を
採
用
し
な
が
ら
礼
と
交
じ
っ
た
多
面
的
な
道
が
伝
授
さ
れ
て
き
た
）
（
（
。
　
現
代
中
国
の
南
海
岸
や
台
湾
発
祥
の
太
平
洋
の
島
々
に
普
及
し
た
文
明
の
系
統
と
、
中
国
の
中
央
や
北
の
各
地
の
山
や
大
河
の
文
明
（
焼
き
畑
の
山
々
、
麦
の
黄
河
、
米
の
揚
子
江
）
の
伝
統
と
が
日
本
で
合
流
し
た
。
し
か
も
ユ
ー
ラ
シ
ア
遊
牧
の
文
化
に
お
い
て
は
騎
馬
民
俗
の
伝
統
（
神
話
・
言
葉
・
慣
習
）
も
朝
鮮
半
島
や
西
日
本
に
大
幅
に
流
入
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
先
史
的
宗
教
（
石
器
時
代
の
シ
ベ
リ
ア
人
、
ア
イ
ヌ
の
祖
先
や
縄
文
人
に
繋
が
る
文
明
）
も
さ
ら
に
旧
い
層
を
な
す
）
（
（
。
そ
し
て
六
世
紀
こ
ろ
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
や
黄
海
を
渡
っ
て
き
た
仏
教
と
複
雑
な
習
合
を
生
み
出
し
た
。
　
上
述
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
宗
教
的
原
点
を
背
景
に
、「
出
陣
次
第
」
は
身
分
的
に
は
武
士
（
な
か
ん
ず
く
大
将
）、
状
況
的
に
は
出
陣
・
陣
中
・
帰
陣
に
お
い
て
、
多
面
の
「
行
い
」、
即
ち
そ
の
道
の
ル
ー
ル
を
案
内
し
、
人
間
同
士
の
礼
を
説
き
、
天
地
や
神
祇
と
の
調
和
を
計
り
、
戦
い
や
死
や
屍
に
絡
む
各
々
の
信
念
を
伝
え
て
い
る
）
（
（
。
　
最
後
に
「
返
々
も
秘
事
な
り
、
粗
忽
に
人
に
口
伝
す
べ
か
ら
ず
」
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
「
出
陣
次
第
」
は
ほ
か
な
ら
ぬ
伝
授
の
史
料
で
あ
る
）
（
（
。
自
発
的
に
思
い
浮
か
ん
だ
色
彩
が
濃
い
の
で
、
編
集
は
整
然
と
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
条
目
が
二
度
記
さ
れ
て
い
る
所
に
は
「
あ
り
」
と
い
う
加
筆
も
目
立
ち
、
お
そ
ら
く
は
当
時
か
後
の
人
に
よ
る
何
ら
か
の
整
理
意
識
を
示
唆
し
て
い
る
。（
又
、
思
う
に
、
こ
の
記
録
は
純
粋
な
原
本
で
は
な
く
、
伝
承
さ
れ
た
切
り
紙
を
写
本
に
し
た
可
能
性
が
高
い
。
い
く
つ
か
の
訂
正
も
見
ら
れ
、
書
き
間
違
い
や
誤
謬
も
少
な
く
な
い
。）
細
か
い
所
で
は
未
詳
や
不
明
と
す
る
箇
所
は
あ
る
が
、
内
容
を
大
別
す
れ
ば
六
部
に
分
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。（
（
）
出
陣
・
帰
陣
の
飲
食
や
そ
の
他
の
行
為
、（
（
）
女
性
関
係
の
項
目
、（
（
）
門
出
、
陣
の
馬
や
具
足
及
び
武
具
や
道
具
、
身
支
度
と
衣
類
、
（
（
）
声
を
上
げ
た
り
、
手
紙
を
書
い
た
り
す
る
陣
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
特
色
、（
（
）
城
・
塀
・
狭
間
の
普
請
や
陣
屋
の
内
で
幕
を
打
つ
こ
と
、（
（
）
敵
の
扱
い
方
、
と
り
わ
け
首
実
検
に
つ
い
て
述
べ
る
。
以
上
六
部
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
特
に
首
実
検
に
つ
い
て
詳
し
い
先
行
研
究
が
あ
る
）
7
（
。
　
さ
て
、
少
し
具
体
的
に
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
出
陣
・
帰
陣
の
飲
食
や
そ
の
他
の
行
為
に
つ
い
て
の
条
項
で
あ
る
（〔
（
〕
～
〔
7
〕、
〔
（0
〕
～
〔
（（
〕、〔
（（
〕、〔
（（
〕
～
〔
（8
〕、〔
77
〕）。
儀
礼
に
お
い
て
飲
食
は
そ
の
元
で
あ
り
、
吉
凶
（
食
事
を
祝
う
こ
と
、
食
事
を
忌
む
こ
と
）
の
根
本
で
あ
る
。「
昆
布
一
き
れ
刀
ニ
テ
は
や
さ
ず
、
耳
も
と
ら
ず
」
と
、
刃
物
で
切
っ
て
は
い
け
な
い
、
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そ
し
て
耳
を
と
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
作
法
も
あ
る
。
そ
れ
は
動
作
や
物
の
扱
い
に
よ
る
呪まじない
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
密
教
の
「
三
業
」
や
「
三
密
」（
身
・
口
・
意
）
と
い
う
中
の
一
つ
、
身しん
み
つ密
に
近
い
。
言
葉
の
呪
い
、
つ
ま
り
真
言
宗
の
口くみ
つ密
に
当
た
る
「
昆
布
一
切
れ
」
と
は
「
敵
を
一
振
り
で
切
っ
て
、（
よ
ろ
）
こ
ぶ
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
の
他
の
肴
の
語
呂
合
わ
せ
も
（
勝
ち
栗
、
の
し
鮑
・
打
ち
鮑
の
「
勝
ち
」、「
の
す
」、「
う
つ
」）
外
な
ら
ぬ
死
に
対
す
る
除
け
、
生
き
残
り
の
念
を
狙
う
呪
い
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
数
の
意
味
も
同
様
。
鮑
の
五
本
は
「
御
本
意
」
を
達
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
に
。
こ
れ
は
語
呂
合
わ
せ
の
口
密
と
同
時
に
「
祈
念
」
の
意
密
と
も
似
通
う
の
で
あ
る
。
戦
時
中
の
出
陣
（
帰
ら
ぬ
カ
ミ
カ
ゼ
の
若
者
の
持
ち
上
げ
る
盃
）、
現
在
の
議
員
立
候
補
者
や
選
手
団
の
文
字
通
り
の
出
陣
式
若
し
く
は
酒
樽
の
鏡
割
り
の
場
面
、
結
婚
式
の
三
々
九
度
の
作
法
、
御
節
料
理
の
語
呂
合
わ
せ
、
茶
の
湯
な
ど
の
諸
種
の
「
行
い
」
に
通
じ
、
そ
の
呪
い
的
名
残
り
や
馴
染
み
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
酒
を
の
み
、
酌
を
取
る
場
で
も
盃
や
堤
子
の
手
順
や
左
右
の
働
き
、
膝
や
手
を
付
く
事
・
足
を
踏
む
事
・
門
出
・
の
順
序
や
方
向
は
重
要
で
あ
る
。
酒
は
零こぼ
さ
な
い
こ
と
が
基
本
で
、
盃
は
上
げ
も
せ
ず
、
引
き
も
し
な
い
〔
（
〕。
酌
取
は
大
将
前
で
は
右
足
を
踏
む
と
こ
ろ
、
ま
っ
ぴ
ら
（
真
平
）
に
向
か
わ
ず
、
隅
か
け
て
（
す
こ
し
横
か
ら
）
と
る
。
左
足
を
開
く
か
開
か
な
い
か
、
別
の
作
法
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
〔
7
〕。
首
実
検
の
時
も
酒
を
飲
み
、
酒
を
首
に
か
け
る
作
法
が
あ
り
、
の
ち
に
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
侍
の
身
分
な
ら
、
切
腹
の
前
に
酒
を
飲
ま
せ
る
こ
と
も
許
さ
れ
た
。
鉋
掛
折
敷
の
縁
を
取
っ
て
肴
の
切
れ
目
を
前
に
据
え
、
天
目
台
を
ひ
っ
く
り
返
し
て
（
逆
さ
ま
に
し
て
）、
盃
（
土かわ
ら
け器
）
を
載
せ
て
一
人
で
飲
ま
せ
た
と
い
う
〔
77
〕。
出
陣
の
際
に
忌
む
べ
き
こ
と
に
出
会
っ
た
場
合
は
い
っ
た
ん
帰
っ
て
、
火
を
つ
け
て
、
酒
や
茶
を
湧
か
し
て
飲
み
、
穢
れ
を
祓
う（「
一
日
を
は
ず
し
か
え
す
」
と
は
こ
の
意
味
で
あ
ろ
う
）〔
（（
〕）。
ち
な
み
に
、
出
陣
に
は
前
夜
の
火
を
使
わ
な
い
〔
（0
〕。
　
二
つ
目
に
女
性
関
係
の
項
目
を
挙
げ
ら
れ
る
（〔
8
〕、〔
（（
〕
～
〔
（（
〕、〔
（（
〕
～
〔
（（
〕）。
た
と
え
ば
大
将
は
精
進
潔
斎
の
一
貫
と
し
て
出
陣
の
時
に
三
日
女
性
と
（
夫
妻
と
い
っ
て
も
）
相
宿
で
は
泊
ま
ら
な
い
。
行
合
う
場
合
は
女
性
の
額
に
鞭
で
「
安
」
の
字
に
準
え
て
点
を
う
っ
た
り
、
舟
中
に
女
が
一
人
乗
合
っ
た
場
合
は
弓
の
末うら
は
ず筈
で
「
女
」
と
書
い
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
穢
れ
な
い
こ
と
や
浄
め
（
除
厄
）
の
呪
い
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
同
様
に
妊
娠
中
の
女
性
に
武
具
は
縫
わ
せ
な
い
、
産
後
三
十
三
日
ま
で
の
女
は
武
具
に
触
れ
て
は
行
け
な
い
。
ま
た
、
大
将
は
女
性
の
後
を
「
見
す
る
」
＝
「
御
覧
に
な
る
」
こ
と
を
憚
る
と
い
う
〔
（（
〕。
こ
こ
で
は
「
勢
い
を
も
つ
」
と
「
見
す
る
」
の
主
語
は
大
将
で
、
文
意
は
そ
の
通
り
だ
が
、
他
の
故
実
書
と
考
証
し
て
み
れ
ば
、
む
し
ろ
「
女
に
大
将
姿
の
後
を
見
ら
れ
る
こ
と
な
し
」
と
い
う
、
伝
承
の
原
意
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ひ
い
て
は
、
伝
授
史
料
の
性
格
通
り
、
言
葉
の
ズ
レ
や
、
伝
承
の
変
化
若
し
く
は
誤
謬
や
、
聞
き
取
り
や
記
録
・
書
き
写
し
・
抄
出
の
間
違
い
が
生
じ
た
有
り
様
を
垣
間
見
せ
る
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。
　
三
つ
目
と
し
て
は
門
出
、
陣
の
馬
や
具
足
及
び
武
具
や
道
具
、
身
支
度
と
衣
類
に
関
す
る
項
目
が
挙
げ
ら
れ
る
（〔
9
〕、〔
（（
〕
～
〔
（（
〕、〔
（（
〕
～
〔
（（
〕、〔
（（
〕、〔
7（
〕）。
門
出
の
時
、
大
将
は
中
門
で
も
大
門
で
も
通
過
す
る
時
、
塞
（
＝
境
）
の
下
に
包
丁
刀
の
刃
を
外
向
き
に
し
て
埋
め
た
も
の
を
越
す
習
慣
が
あ
り
、
又
、
四
季
に
よ
っ
て
埋
め
た
物
の
素
材
が
五
行
説
に
従
っ
て
変
わ
り
得
た
ら
し
い
。
春
は
木
（
ま
た
は
周
知
の
五
行
説
で
は
青
や
東
）、
夏
は
火
（
ま
た
は
赤
や
南
）、
秋
は
金
（
ま
た
は
白
や
西
）、
冬
は
水
（
ま
た
は
黒
や
北
）
に
通
じ
、
土
用
は
土
（
そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
の
黄
い
色
）
に
通
じ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
大
将
は
一
歩
先
に
四
面
を
よ
く
見
る
事
。
た
だ
し
、
う
し
ろ
の
方
は
一
町
ほ
ど
進
む
間
は
顧
み
な
い
。
門
出
は
心
中
に
只
今
敵
を
見
る
か
の
勢
い
で
行
う
。
敵
へ
の
覚
悟
の
念
は
意
密
に
近
い
。
大
将
の
馬
を
馬
屋
で
祝
い
、
引
き
出
す
こ
と
な
ど
は
し
な
い
（〔
（（
〕）。
馬
の
髪
も
捲
か
な
い
（〔
（（
〕）。
ブ
チ
（
斑
）
の
馬
に
は
大
将
は
乗
ら
な
い
（〔
（8
〕）。
馬
を
引
き
出
し
て
身
震
い
し
た
ら
、
具
足
の
上
帯
を
締
め
直
し
、
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ま
た
馬
を
押
し
ま
わ
し
て
、
腹はる
び帯
を
締
め
な
お
す
（〔
（（
〕）。
手
綱
は
指
先
に
縒
る
〔
（7
〕。
出
陣
の
前
に
は
引ひ
っ
た
て
き
立
て
を
す
る
が
、
日
の
干（
兄
）、
日
の
支（
弟
）に
よ
っ
て
中
門
の
側
が
異
な
る
。
前
者
は
左
、
後
者
は
右
に
引
き
立
て
る
。
中
門
に
面
し
て
馬
の
頭
は
北
に
向
く
際
、
戊
亥
（
北
西
）
若
し
く
は
癸
巳
～
戊
申
の
日
は
丑
寅
（
北
東
）
へ
引
き
立
て
る
。
即
ち
ま
っ
ぴ
ら
に
は
向
か
な
い
こ
と
が
理
。
出
陣
で
貴
人
前
に
乗
馬
し
て
通
れ
ば
、
弓
の
末
筈
を
下
げ
て
持
ち
、
鞍
笠
へ
乗
り
か
か
っ
て
礼
（
お
辞
儀
）
を
す
る
。
扇
は
左
の
脇
板
に
差
し
入
れ
て
持
つ
。
帰
陣
の
時
は
逆
で
、
右
の
脇
板
に
差
し
入
れ
て
持
つ
。
勝
っ
た
時
の
鬨
の
声
に
扇
を
開
い
て
左
の
手
で
使
う
。
箸
は
食
べ
た
先
を
上
へ
突
き
出
し
て
納
め
る
。具
足
を
着
た
ま
ま
で
包
丁
を
使
う（
調
理
す
る
）
際
、
右
の
小
手
を
脱
い
で
切
る
。
主
の
具
足
を
着
用
す
れ
ば
太
刀
は
鎧
の
胴
の
下
に
あ
る
弓ゆん
で手
の
草くさ
ず
り摺
か
ら
一
間
を
お
い
て
さ
す
〔
（（
〕。〔
（（
〕
の
「
射
数
」
は
不
明
だ
が
、
弓
を
さ
す
言
葉
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
道
具
は
左
の
手
に
持
つ
と
い
う
。
ま
た
、
冬
期
は
弓ゆが
け懸
で
手
が
冷
え
、「
凍
え
ぬ
」
為
に
は
雪
で
手
を
よ
く
洗
う
と
い
う
コ
ツ
（〔
87
〕）
が
伝
授
さ
れ
る
。
弓
に
関
す
る
も
う
一
つ
の
条
項
（〔
88
〕）
で
は
弓
の
準
備
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
弓
は
普
通
赤
漆
で
塗
る
。
外
側
（
外とだ
け竹
）
の
内
を
よ
く
末うら
は
ず筈
よ
り
本もと
は
ず筈
ま
で
上
か
ら
下
へ
塗
り
を
「
こ
く
」（
擦
り
削
る
と
い
う
意
か
）。
（.
　
内うち
か
ど角
（
内
に
む
く
面
か
）
を
末
筈
か
ら
一
尺
五
寸
ぐ
ら
い
下
の
所
を
一
尺
ほ
ど
削
る
。
（.
　
握
り
の
上
か
ら
下
へ
一
尺
ほ
ど
削
る
。
（.
　
弓
の
外
ニ
な
る
方
の
木
を
少
小
竹
へ
懸
け
て
末
筈
か
ら
一
二
寸
ぐ
ら
い
下
げ
た
所
一
尺
二
寸
ほ
ど
下
へ
削
る
。
（.
　
握
り
の
上
か
ら
一
尺
餘
ほ
ど
削
る
。
（.
　
握
り
の
下
、
本
筈
の
上
二
寸
強
の
所
一
尺
餘
ほ
ど
削
る
。
（.
　
都
合
五
所
、
い
ず
れ
も
木
を
「
や
り
ち
が
え
て
」（
た
が
い
ち
が
い
に
し
て
）
削
る
。
　〔
（（
〕
～
〔
（（
〕
は
幡
の
竿
や
花
繰
り
（
鼻
繰
り
？
）
の
真
生
糸
（
巻
き
糸
？
）・
取
り
方
の
方
向
に
関
す
る
一
連
の
項
目
で
、
占
い
、
呪
い
、
方
違
え
、
呪
文
な
ど
を
含
む
。
た
と
え
ば
幡
竿
は
原
則
的
に
そ
の
年
の
方
（
午
年
な
ら
ば
南
の
方
、
酉
年
な
ら
ば
西
の
方
）
か
ら
取
っ
て
は
い
け
な
い
（〔
（（
〕）。
こ
れ
は
陰
陽
道
で
は
「
黄
幡
」
と
い
っ
て
、
八
将
の
一
つ
と
し
て
軍
陣
の
守
護
神
と
さ
れ
る
神
で
、
そ
の
年
の
方
に
座
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
方
角
に
向
け
て
弓
始
め
の
弓
を
射
て
吉
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
方
角
か
ら
は
「
取
る
べ
か
ら
ず
」
と
な
っ
て
い
た
。
北
か
ら
も
取
っ
て
は
い
け
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
敵
が
東
に
現
れ
れ
ば
、
西
の
方
よ
り
取
る
と
い
う
（〔
（（
〕）。
し
か
も
、
手
を
付
け
る
時
は
あ
た
か
も
大
鷹
（
お
そ
ら
く
雌
の
鷹
と
い
う
意
）
を
留
め
る
か
の
よ
う
に
取
る
。
そ
し
て
「
テ
ン
ジ
ョ
ウ
テ
ン
ゲ
ユ
イ
ガ
ド
ク
ソ
ン
ホ
ク
ン
ソ
ワ
カ
」
の
呪
文
を
三
度
唱
え
る
。「
ホ
ク
ン
」
と
は
伝
承
の
誤
謬
で
、
も
と
も
と
は
「
ホ
［
ン
］
ゾ
ン
」
の
意
で
あ
ろ
う
（
天
上
天
下
唯
我
独
尊
［
本
尊
］
蘇
婆
訶
）。
兄
（
へ
）
の
日
は
右
足
を
順
に
、
弟
（
と
）
の
日
は
左
足
を
先
踏
み
に
出
し
て
「
逆
」
に
廻
る
。
幡
を
持
ち
出
す
時
は
、
竿
の
先
を
前
に
し
、
陣
屋
な
ど
の
中
に
入
る
際
に
は
竿
の
元
を
先
に
し
て
入
れ
る
。
幡
差
し
の
左
の
方
に
持
つ
。
　
衣
類
に
関
し
て
は
出
陣
の
姿
を
次
ぎ
の
よ
う
に
描
く
。
下
に
四
幅
袴
（
四よの
ば
か
ま
布
袴
）、
上
に
肩かた
ぎ
ぬ衣
、
そ
の
上
に
上うわ
お
び帯
を
す
る
。
貴
人
の
前
で
袴
の
股もも
だ
ち立
を
取
っ
て
着
る
。
袴
や
肩
衣
に
生すずしの
白しろ
う
ら裏
・
浅あさ
ぎ
う
ら
黄
裏
な
ど
主
の
好
み
次
第
に
付
け
る
（〔
（7
〕）。
上
帯
の
結
び
目
は
両
方
な
が
ら
端
を
つ
め
て
切
る
。
打
死
し
て
二
度
解
く
こ
と
は
な
い
覚
悟
で
あ
る
（〔
（8
〕）。
出
陣
時
は
左
の
方
を
上
へ
、
帰
陣
時
は
右
の
方
を
上
へ
な
し
て
締
め
る
。
小
手
も
臑すね
あ
て宛
も
同
様
。
身
の
支
度
に
関
す
る
項
目
は
ほ
か
に
も
あ
る
（〔
9
〕）。
細
か
い
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
い
が
、
髪
結
い
方
に
は
「
軍ぐ
ん
だ
り
茶
利
の
半
印
」
が
あ
り
、
指
で
櫛
を
と
る
方
法
や
櫛
の
当
て
方
や
数
な
ど
を
説
く
。
　
武
具
の
縫
い
方
に
は
四
種
あ
っ
た
。「
凧
縫
い
」
と
は
二
通
り
ぬ
い
（
帷
な
ど
）
を
い
う
。「
ふ
せ
縫
い
」
と
は
合
せ
て
二
通
り
ぬ
い
を
い
う
。「
つ
ぶ
つ
ぶ
縫
い
」
と
は
平
生
（
普
通
）
の
物
を
縫
う
様
で
あ
る
。「
三
針
さ
し
」
と
は
袴
の
裾
の
紐
（
く
く
り
縫
い
）
の
よ
う
な
縫
い
方
で
あ
る
。
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第
四
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
る
（〔
（8
〕、〔
（（
〕
～
〔
（8
〕、〔
（0
〕、〔
（（
〕、〔
（（
〕
～
〔
（（
〕、〔
（（
〕
～
〔
（（
〕、〔
7（
〕、〔
8（
〕）。
軍
神
を
勧
請
を
す
る
時
は
北
東
（
丑
寅
）
の
方
に
向
か
う
（〔
（（
〕）。
鬨
の
声
の
向
け
か
た
に
関
し
て
は
月
の
上
旬
な
ら
、
天
へ
、
下
旬
な
ら
地
へ
向
け
る
（〔
（（
〕）。
又
、
後
述
の
よ
う
に
、
首
実
検
の
場
で
は
勝かち
ど
き鬨
の
声
と
い
う
作
法
が
あ
っ
た
。
三
度
鬨
の
声
を
つ
く
る
こ
と
を
勝
ち
鬨
の
声
と
い
う
（〔
（0
〕
＝
〔
7（
〕、「
一
」
の
上
に
「
あ
り
」
と
い
う
加
筆
が
整
理
意
図
を
示
唆
し
て
い
る
）。
ま
た
、
敵
首
を
見
て
「
天
地
天
門
」
と
、
身
方
の
首
を
見
る
時
は
「
生しやう
じ
を
お
ん
で
き
そ
く
ぢ
か
い
め
つ
死
怨
敵
即
時
皆
滅
」
の
呪
文
を
そ
れ
ぞ
れ
三
度
唱
え
る
。
自
然
や
社
会
の
環
境
に
あ
ら
わ
れ
る
現
象
も
記
号
的
に
認
識
さ
れ
た
。
例
え
ば
陣
中
に
奇
妙
な
響
き
と
し
て
三
魔
が
あ
り
、
即
ち
烏
の
鳴
く
こ
と
（
天
狐
）、
狐
の
鳴
く
こ
と
（
地
狐
）
や
、
檀
茶
羅
（「
茶
」
の
字
は
誤
謬
で
、
檀
波
羅
密
＝
布
施
を
す
る
者
、
こ
こ
で
は
遊
女
の
意
か
遊
女
の
な
く
こ
と
ま
で
）
を
さ
す
（〔
（（
〕）。
こ
れ
ら
の
声
が
す
れ
ば
、
占
い
の
よ
う
に
、「
在
陣
は
久
し
く
な
い
」
と
い
う
兆
し
と
さ
れ
た
。
　
陣
に
お
い
て
の
書
状
は
在
陣
・
不
在
陣
を
峻
別
し
て
い
る
（〔
（（
〕）。
（.
　
宛
先
の
名
字
（
氏
）
を
端
に
書
く
。
つ
ま
り
奥
で
は
な
く
、「
進
ま
せ
」
て
右
端
に
書
く
。
（.
　
差
し
出
し
人
の
名
乗
り
（
名
）
や
判
も
同
様
。
（.
　
差
し
出
し
人
は
陣
屋
に
居
な
い
で
、
宛
先
は
陣
屋
に
居
る
場
合
＝
宛
名
こ
そ
進
ま
せ
て
端
に
書
い
て
、
差
出
人
は
我
名（
氏
や
名
に
判
）を
常
の
よ
う
に（
日
の
下
に
）
記
す
。
（.
　
差
し
出
し
人
は
陣
屋
に
居
て
、
宛
先
は
陣
屋
に
居
な
い
場
合
＝
宛
名
を
常
の
如
く
奥
に
、
差
出
人
は
我
名
（
氏
・
名
・
判
）
を
こ
そ
端
に
進
ま
せ
て
記
す
。
　
書
状
で
は
人
の
名
も
我
が
名
も
書
き
切
ら
な
い
（
こ
れ
は
不
吉
で
あ
る
）。
ま
た
、
折
紙
は
、
中
の
方
を
少
し
出
し
て
折
る
が
、「
打
だ
し
た
」
と
い
う
意
味
（
口
密
の
呪
い
）
に
な
る
（〔
（（
〕）。
手
負
の
注
文
を
記
す
順
は
、
（.
　
切
り
傷
、
（.
　
打
ち
傷
、
（.
　
突
き
傷
、
（.
　
射
傷
の
順
に
す
る
。
手
負
の
注
文
に
は
竪
紙
の
端
に
「
手
負
の
注
文
」
と
書
い
て
、
討
死
が
あ
れ
ば
、
手
負
の
中
に
は
「
附
」
の
文
字
を
書
い
て
、
下
に
「
討
死
」
と
記
す
。「
討
死
」
を
書
か
な
い
な
ら
ば
「
附
」
も
不
要
に
な
る
。
討
た
れ
た
人
は
上
位
で
あ
れ
ば
上
位
の
程
奥
に
書
く
。
手
負
注
文
は
三
段
ま
で
に
し
、
四
段
に
は
書
か
な
い
。（〔
（8
〕）。
同
じ
く
礼
に
よ
っ
て
、
首
の
札
に
は
上
中
下
の
様
式
が
伝
わ
る
。
上
は
真
字
（
楷
書
）、
中
は
行
書
、
下
は
仮
名
で
書
く
（〔
（（
〕）。
敵
の
首
注
文
の
場
合
、
竪
紙
の
端
に
国
在
所
・
年
号
・
日
付
け
を
書
い
て
、
首
の
人
の
名
字
官
途
を
書
い
て
、
さ
ら
に
討
捕
っ
た
人
の
名
字
官
途
を
大
き
く
記
す
（〔
（（
〕）。
　
ち
な
み
に
人
を
陣
屋
へ
呼
び
入
れ
る
時
に
は
幕
の
絵
を
指
し
て
呼
ぶ
〔
8（
〕。
　
第
五
に
城
・
塀
・
狭
間
の
普
請
や
陣
屋
の
内
で
幕
を
打
つ
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。
丸
竹
の
横
立
・
数
な
ど
を
伝
授
す
る
（〔
（（
〕）。
狭
間
（
は
ざ
ま
・
さ
ま
）
の
長
さ
は
二
尺
五
寸
横
七
寸
で
あ
っ
た
。
作
り
方
に
つ
い
て
は
、「
九
字
」
に
す
る
に
は
丸
竹
を
四
本
縦
に
、
五
本
を
横
に
結
う
。「
四
竪
五
横
に
も
な
る
な
り
」と
い
う
文
は「
竪
五
横
四
に
も
」
の
誤
り
で
、
逆
で
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
或
い
は
隅
違
え
（
筋
交
い
）
に
結
う
と
「
十
字
」
に
な
る
。
　〔
78
〕
～
〔
8（
〕
は
幕
に
つ
い
て
述
べ
る
。
幕
を
打
つ
と
い
う
言
い
方
は
出
陣
な
ど
の
時
、
張
る
と
い
う
表
現
も
平
生
は
使
う
。
舟
の
場
合
「
走
し
ら
か
す
」（
ひ
き
め
ぐ
ら
す
）
と
も
い
い
、
帰
陣
の
際
は
引
く
と
い
っ
た
。
幕
を
納
め
る
時
、
末
の
端
を
真
直
ぐ
（「
一
文
字
に
」）
通
さ
ず
、
内
へ
折
り
廻
す
（〔
8（
〕）。
幕
を
打
ち
始
め
、
そ
の
一
番
の
端
を
「
大
将
の
物
見
」
と
い
う
。
そ
の
処
か
ら
は
只
の
人
達
は
見
回
っ
て
は
い
け
な
い
（〔
78
〕）。
新
し
い
幕
は
丑
寅
の
方
よ
り
打
ち
始
め
る
（〔
79
〕）。
亡
く
な
っ
た
人
の
方
向
の
こ
と
か
ら
、
或
い
は
ト
ラ
が
北
風
の
よ
う
に
命
を
奪
う
こ
と
か
ら
、
こ
こ
は
最
初
に
守
備
す
る
と
い
う
意
味
合
が
絡
ん
で
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
幕
を
二
張
重
ね
て
打
つ
時
は
後
に
打
つ
物
を
上
に
す
る（〔
8（
〕）。
幕
に
出
入
す
る
時
、
「
芝
打
」（
裾
）
を
取
っ
て
自
分
の
方
へ
引
き
か
け
て
入
り
、
昼
は
「
日
の
物
見
」
の
下
、
夜
は
「
月
見
」
の
下
よ
り
出
入
す
る
（〔
8（
〕）。
我
が
場
所
に
入
ら
せ
る
時
、「
紋
の
な
い
所
」
か
ら
出
入
る
（〔
8（
〕）。
尚
、
二
帖
を
一
張
幕
と
い
う
。
一
帖
は
片
幕
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若
し
く
は
半
幕
と
い
う
（〔
8（
〕）。「
小
紋
」
の
幕
は
端
に
、「
藍
の
幕
」
は
二
番
に
打
つ
。
我
が
家
の
紋
の
幕
は
陣
屋
の
内
に
打
つ
。
昔
は
大
将
は
二
重
に
し
た
。
小
紋
の
幕
に
は
家
紋
を
付
け
な
い
。「
藍
の
幕
」
は
無
文
の
浅
葱
（
う
す
青
）
で
、
夜
の
幕
で
あ
る
（〔
8（
〕）。
　
第
六
に
挙
げ
た
い
の
は
敵
の
扱
い
方
に
つ
い
て
で
あ
る
（〔
（（
〕、〔
（9
＝
（7
〕
～
〔
（0
〕、〔
（（
〕
～
〔
（（
〕、〔
（7
〕
～
〔
70
〕、〔
7（
〕
～
〔
7（
〕）。
主
だ
っ
た
項
目
は
首
実
検
で
あ
る
。
筆
者
の
意
見
で
は
現
代
の
あ
る
種
の
殺
傷
事
件
な
ど
の
犯
罪
手
法
も
こ
の
風
習
の
伝
承
に
関
わ
る
病
理
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
敵
の
具
足
を
獲
得
し
て
大
将
に
見
せ
る
時
に
は
逆
板
の
総
角
（
揚
巻
）
の
方
を
見
せ
る
（〔
（（
〕）。
戦
場
で
首
を
（
大
将
に
）
見
せ
る
時
、
髻
を
左
手
で
取
っ
て
、
右
手
で
少
し
面
を
隠
し
て
／
返
し
て
（
？
〔
（9
〕・〔
（7
〕）、
そ
し
て
逆
／
逕
（
？
）
に
帰
る
（
伝
授
の
未
整
理
と
い
う
性
質
か
ら
〔
（9
〕
及
び
〔
（7
〕
は
ほ
ぼ
同
じ
文
章
だ
が
、
一
の
上
の
「
あ
り
」
は
当
時
か
後
世
の
編
集
的
意
図
を
示
唆
）。
首
を
見
せ
た
後
は
（
主
の
）「
御
前
の
道
」
を
一
尺
二
寸
ほ
ど
除
け
る
。
首
実
検
に
は
〔
（7
〕
以
降
及
び
〔
7（
〕
以
降
が
詳
し
い
。
　
首
の
切
口
を
ま
ず
切
り
揃
え
て
洗
う
が
、
自
分
の
方
に
首
面
（
顔
）
が
向
か
な
い
よ
う
に
す
る
（〔
（8
〕）。
首
は
裾
か
ら
洗
い
だ
し
て
、
上
へ
進
む
（〔
（9
〕）。
洗
い
の
後
は
「
拵
え
」
と
い
い
、
髪
を
よ
く
結
い
、
後
へ
折
り
分
け
て
結
う
の
で
あ
る
。
元
結
は
袱
紗
紙
の
紙
縒
を
中
で
結
び
付
け
て
、
両
方
の
端
を
詰
め
て
切
る
（〔
（0
〕）。
首
の
付
札
の
木
は
広
さ
八
寸
ほ
ど
の
椹さわらを
正
目
に
作
る
。
賞
翫
（
尊
重
す
る
）
人
の
も
の
は
板
目
に
す
る
。
賞
翫
の
人
の
も
の
は
杉
板
に
も
す
る
（〔
7（
〕）。
札
の
寸
法
は
）
8
（
、
長
さ
は
四
寸
ほ
ど
で
、
穴
を
錐
で
揉
ん
で
あ
け
る
か
（
板
の
両
側
に
）
刻
み
目
を
つ
け
る
か
し
て
、
紙
縒
で
首
を
付
け
る
（〔
7（
〕）。〔
7（
〕
で
は
右
の
小
鬢
か
も
と
ど
り
に
付
け
る
、〔
7（
〕
で
は
左
の
髻
に
も
付
け
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
首
を
据
え
る
板
の
広
さ
は
八
寸
（〔
（（
〕）。
首
を
懸
け
る
枷かし
の
結
い
方
は
、
縄
で
一
重
に
結
び
、
「
縄
結
い
」
に
す
る
。
こ
れ
を
「
裏
結
び
」
と
い
い
、
結
び
目
を
表
に
す
る
。
　
首
を
見
せ
る
時
は
折
敷
に
据
え
る
。
そ
の
場
合
は
折
敷
の
切
り
目
の
方
を
首
前
に
、
畳
紙
を
敷
い
て
、
首
を
据
え
て
、
首
の
前
を
さ
き
に
し
て
、
左
右
の
指
を
両
方
の
耳
に
入
れ
て
持
ち
寄
り
畏
ま
っ
て
見
せ
る
。（
大
将
が
）
南
に
向
い
て
、
首
は
西
の
少
し
戊
亥
（
北
西
）
へ
向
け
て
見
せ
る
（〔
（（
〕）。
そ
れ
は
北
や
北
東
（
丑
寅
）
を
忌
む
意
味
で
あ
ろ
う
。
首
を
見
せ
る
時
も
枷
に
掛
け
る
時
も
（
怨
霊
が
蘇
っ
て
く
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
）
丑
寅
を
忌
む
。
丑
寅
は
「
生
し
ょ
う
か
つ
活
」、
即
ち
敵
再
生
の
意
味
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
首
実
検
の
場
で
酒
を
飲
む
こ
と
は
儀
礼
で
は
あ
る
が
、
筆
者
の
意
見
で
は
そ
れ
は
酔
い
を
も
っ
て
凌
ぐ
と
い
う
本
来
の
機
能
も
依
然
と
し
て
果
た
し
て
い
た
。
首
実
検
の
時
に
酒
を
飲
む
場
合
は
実
検
の
前
に
幕
の
中
で
飲
む
（〔
（7
〕）。
酌
取
り
は
両
方
の
膝
を
つ
い
て
酒
を
持
っ
て
来
て
、
一
足
さ
が
っ
て
右
か
ら
注
ぐ
。
二
度
目
に
注
ぎ
加
え
た
後
は
酒
を
そ
の
ま
ま
置
い
て
戻
る
（〔
（（
〕）。
実
検
の
時
酒
を
供
え
る
こ
と
が
あ
る
。
公
家
な
ど
の
場
合
盃
を
一
度
に
限
っ
て
供
饗
に
据
え
て
供
え
る
。
そ
っ
と
零
す
人
も
あ
る
。
目
下
の
首
へ
は
魚
道
（
流
れ
模
様
の
こ
と
、
飲
み
残
し
の
意
）
を
か
け
る
人
も
い
る
。
銚
ち
ょ
う
じ
ひ
し
ゃ（
さ
）げ
子
提
子
は
前
の
外
の
実
検
の
間
の
通
り
に
置
く
。
実
検
後
大
将
は
衣
装
を
脱
ぎ
か
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（〔
（8
〕）。
小
具
足
に
て
太
刀
を
「
切
刃
に
」
持
つ
姿
勢
で
、
太
刀
を
少
し
抜
き
か
け
て
、
鍔
刀
か
柄
か
に
手
を
か
け
て
見
る
。
前
の
人
の
手
を
人
の
肩
に
懸
け
て
、
肩
越
し
に
左
の
目
尻
で
見
る
（〔
（9
〕）。
こ
れ
は
首
実
検
の
油
断
を
狙
っ
た
敵
が
首
を
奪
い
返
す
戦
略
に
対
す
る
守
備
や
、
そ
れ
に
起
因
す
る
儀
礼
で
も
あ
れ
ば
）
9
（
、
怨
霊
や
首
の
霊
威
へ
の
恐
怖
を
も
意
味
し
て
い
る
。
　
軍
に
勝
っ
て
首
実
検
を
す
る
時
に
、
勝
鬨
を
三
度
つ
く
る
（〔
（0
〕、〔
7（
〕）。
敵
の
首
注
文
な
ど
に
つ
い
て
の
決
ま
り
は
上
述
し
た
通
り
（〔
（（
〕
～
〔
（（
〕、〔
7（
〕）。
あ
と
で
敵
の
首
を
送
る
時
は
桶
の
上
を
絹
か
布
で
結
う
。
桶
の
長
さ
は
一
尺
二
寸
で
蓋
は
四
方
蓋
。
首
の
面
を
桶
の
綴
じ
目
の
方
へ
、
付
け
札
の
切
り
目
を
面
（
顔
）
に
据
え
る
よ
う
で
あ
る
。
　
以
上
、
手
紙
の
宛
て
方
や
弓
の
支
度
、
首
実
検
な
ど
の
礼
儀
や
儀
礼
の
知
識
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
一
方
、
儀
礼
を
超
え
た
根
本
的
な
具
体
知
識
は
話
題
に
な
ら
な
い
。
出
陣
作
法
に
含
ま
れ
な
い
要
素
と
し
て
端
的
に
落
と
さ
れ
る
も
の
は
即
ち
傷
の
手
当
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（
（
）　
方
違
え
の
基
本
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン
ク
書
や
五
行
の
起
源
に
つ
い
て
は
中
嶋
書
を
参
照
。
BernardFrank,"K
ata–im
ietK
ata–tagae:étudesurlesInterditsdedirectionà
lépoqueH
eian",BulletindelaM
aisonfranco–japonaise（
日
佛
會
館
學
報
）；
nouv.
sér.,t.（,no.（–（,M
aisonfranco–japonaise/N
ichifutsuK
aikan
日
仏
会
館（9（8.
又
はC
ollègedeF
rance,InstitutdeshautesétudesJaponaises（998
（Bibliothèquedel'Institutdeshautesétudesjaponaises
）。
顧
頡
剛
『
漢
代
学
術
史
略
』
北
京
：
東
方
出
版
社
、
一
九
九
六
年
。
赤
塚
忠
「
中
国
古
代
に
お
け
る
風
の
信
仰
と
五
行
」
『
二
松
学
舎
大
学
論
集
』（
創
立
周
年
記
念
、
中
国
文
学
編
）
一
九
七
七
年
。
中
嶋
洋
典
『
五
色
と
五
行
―
古
代
中
国
点
描
』（
ぼ
ん
ブ
ッ
ク
ス
一
四
）、
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、
一
九
八
六
年
。
（
（
）　
そ
の
観
点
か
ら
侍
の
「
道
」
に
つ
い
て
は
佐
伯
真
一
著
書
・
論
を
参
照
さ
れ
た
い
（『
戦
場
の
精
神
史
―
武
士
道
と
い
う
幻
影
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
四
年
、「『
兵
の
道
』・『
弓
箭
の
道
』
考
」『
中
世
軍
記
の
展
望
台
』（
研
究
叢
書
三
五
四
号
）
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、
三
三
～
四
七
頁
。
（
（
）　
礼
学
の
原
点
や
根
本
問
題
は
加
藤
書
や
小
島
毅
の
研
究
参
照
。
加
藤
常
賢
『
禮
の
起
原
と
其
發
達
』
中
文
館
書
店
。
一
九
四
三
年
及
び
小
島
毅
『
中
国
近
世
に
お
け
る
礼
の
言
説
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
。
（
（
）　N
ellyN
aum
ann,D
asU
m
w
andelndesH
im
m
elspfeilers:einjapanischer
M
ythosundseinekulturhistorischeE
inordnung
（A
sianfolklorestudies:
m
onograph;vol.（
）,SocietyforA
sianFolklore（97（
。
ネ
リ
ー
・
ナ
ウ
マ
ン
著
（
桧
枝
陽
一
郎
、
田
尻
真
理
子
訳
）『
哭
き
い
さ
ち
る
神
＝
ス
サ
ノ
オ
―
生
と
死
の
日
本
神
話
像
―
ネ
リ
ー
・
ナ
ウ
マ
ン
論
文
集
』、
言
叢
社
、
一
九
八
九
年
。
（
（
）　
既
往
の
紹
介
と
し
て
は
小
島
道
裕
「『
出
陣
次
第
―
父
が
子
に
与
え
た
大
将
の
作
法
マ
ニ
ュ
ア
ル
―
』『
歴
博
』
一
〇
四
号
、
二
〇
〇
一
年
、
一
六
～
一
九
頁
、
が
あ
る
。
（
（
）　
伝
授
の
性
質
に
つ
い
て
は
小
論
も
参
照
（「
日
本
文
化
に
お
け
る
伝
播
の
特
質
―T
he
CultureofSecrecyinJapaneseReligion
を
め
ぐ
っ
て
」『
比
較
日
本
文
化
研
究
』
一
一
号
（
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）、
一
三
二
～
一
四
三
頁
）。
（
7
）　
笹
間
良
彦
「
敵
首
の
扱
い
」
同
著
『
武
家
戦
陣
資
料
事
典
』
第
一
書
房
、
一
九
九
二
年
、
註
五
三
六
～
六
三
〇
頁
。
小
島
論
文
も
参
照
。
（
8
）　
寸
法
は
家
伝
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
笹
間
論
文
参
照
。
（
9
）　
笹
間
論
文
参
照
。
（
（0
）　
笹
間
論
文
が
挙
げ
て
い
る
事
項
の
す
べ
て
が
本
書
に
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
拵
え
」
の
よ
う
な
、
婦
女
の
首
化
粧
に
関
係
す
る
仕
事
、
敵
方
に
よ
る
首
の
奪
い
返
し
の
危
険
や
、
平
首
を
捨
て
る
習
い
、
味
方
の
獲
得
し
た
首
を
奪
う
こ
と
、
首
供
養
や
供
養
塚
・
首
塚
の
風
習
、
拾
い
首
の
予
防
策
（
敵
首
の
鼻
を
切
り
取
る
こ
と
、
そ
れ
を
女
首
と
も
い
う
）
な
ど
で
あ
る
。
て
や
療
法
、
遺
体
の
処
理
や
火
葬
・
埋
葬
、
作
戦
や
戦
術（
各
々
の
武
器
の
使
い
方
）
に
つ
い
て
の
情
報
で
、
出
陣
の
次
第
に
は
関
係
が
な
い
と
見
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
首
実
検
な
ど
の
文
脈
で
あ
つ
か
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
多
く
の
故
実
書
の
よ
う
に
断
片
的
に
報
告
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
）
（（
（
。
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（
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
）
【
釈
文
】
凡
例・
改
行
は
原
本
通
り
と
し
、
句
読
点
を
適
宜
付
し
た
。
・
原
本
に
あ
る
振
り
仮
名
は
、
そ
の
ま
ま
記
し
た
。
平
仮
名
・
片
仮
名
の
別
も
原
本
通
り
で
あ
る
。
・
原
本
が
仮
名
で
表
記
し
て
あ
る
場
合
、
適
宜
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
漢
字
を
右
に
記
し
た
。
・
原
本
の
仮
名
表
記
は
、
適
宜
現
代
の
平
仮
名
に
改
め
た
が
、
明
ら
か
に
片
仮
名
に
読
め
る
も
の
は
片
仮
名
に
し
た
。
・
原
本
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
文
字
は
■
で
示
し
た
。
・
脱
字
の
修
正
と
し
て
後
か
ら
挿
入
さ
れ
て
い
る
文
字
は
、
注
記
せ
ず
に
地
の
文
に
組
み
入
れ
た
。
・
注
釈
は
巻
末
に
ま
と
め
た
。
（
原
表
紙
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
花
押
＝
北
条
氏
繁
）
　
　
上
（
原
表
紙
見
返
し
識
語
）
　
是
当
家
之
秘
傳
也
、
人
ニ
ミ
せ
候
ハ
ゝ
、
そ
の
　
ほ
う
の
は（罰
）ち
に
可
成
也
、
　
氏
勝
（
花
押
）
（
紙
背
）
　
御
ち
の
へ
御
ち
の
と
（
（
表
）
〔
（
〕
　
出
陳
之
時
肴
緗
之
事
（
（
）
（
図
中
注
記
）
　
こ
（
昆
布
）ふ一
き
れ
刀
ニ
テ
は
や
さ
す
）
（
（
、
み（耳
）ゝも
と
（
取
）ら
す
　
か（
搗
栗
）
ち
く
り
　
　
　
　
　
三
）
（
（
　
三
肴
前
　
打
あ（
鮑
）
わ
ひ
　
打
あ
わ
ひ
五
本
ハ
、
御
本
意
を
た（達
）つす
る
と
の
意
也
、
　
か
ち
く
り
ハ
七
九
五
と
す
る
也
、
七
よ（曜
）う九
よ（曜
）うな
り
、
　
こ
ふ
一
き
れ
ハ
、
敵テキ
を
一
き
れ
に
き
（
切
）る
と
の
意
な
り
）
（
（
、
（
（
裏
）
一
出
陳
之
時
の
さ（
肴
）
か
な
如
此
、
一
番
に
打
あ
わ
ひ
を
五
　
本
な
か
ら
左
の
手
を
あ
を
の
け
て
、
ひ
と
つ
に
手
に
取
　
て
、
先
ほ
そ
き
方
を
そ
と
く
（
食
）ひ
て
、
さ
て
ひ
ろ
き
方
両
　
方
を
く
ひ
て
置ヲキ
て
、
酒サケ
を
の
ミ
て
、
そ
の
さ
か
つ
き
　
を
左
の
方
の
下
に
置
て
、
か
ち
く
り
を
そ
と
く
ひ
　
て
、
又
二
番
目
の
さ（
盃
）
か
つ
き
に
て
の
ミ
て
、
一
番
の
さ
か
　
つ
き
に
重
而
置
て
、
さ
て
こ
（
昆
布
）
ふ
を
そ
と
く
ひ
て
、
三
番
　
目
の
さ
か
つ
き
に
て
の
ミ
て
、
そ
れ
を
も
重
カ
サ
ネて
、
三
の
さ
（
（
表
）
　
か
つ
き
を
ひ
と
つ
に
重
而
、
如
本
お
し
き
の
上
に
置
也
、
（
異
筆
）「
そ
の
時
心
中
ニ
、
う（
打
勝
）
ち
か
ち
て
よ
ろ
こ
ふ
と
、
き（祈
念
）
ね
ん
す
る
也
」
〔
（
〕
　
帰
陳
之
時
肴
緗
之
事
（
図
中
注
記
）
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こ
（
昆
布
）ふ
　
の（
熨
斗
鮑
）
し
あ
わ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
三
　
前
　
か
ち
く
り
一
帰
陳
之
時
の
さ
か
な
は
如
此
、
一
番
に
か
ち
く
り
、
二
番
に
　
の
し
あ
わ
ひ
、
三
番
に
こ
ふ
な
り
、
是
を
三
度
に
く
ひ
て
、
（
（
裏
）
　
酒
を
の
ミ
て
、
心
中
に
、
か
ち
て
、
の
し
て
、
よ
ろ
こ
ふ
と
き
（
祈
　
ね念
）ん
す
る
な
り
、
さ
け
の
時
の（飲
）ミ
や（様
）う、
さ
か
つ
き
の
置
様
、
　
同
前
な
り
、
三
さ
か
つ
き
ハ
、
三
な
か
ら
三
度
に
の
み
候
也
、
　
さ
か
つ
き
を
少
左
へ
か（
傾
）
た
ふ
け
、
酒
を
右
へ
ま
ハ
し
て
、
魚
道）（
（
　
を
ハ
一
番
に
を
き
候
さ
か
つ
き
へ
す
（
捨
）て
候
、
其
後
を
も
其
さ
か
つ
　
き
へ
す
つ
る
な
り
、
帰
陳
之
時
ハ
か
な
ら
す
魚
道
を
す
つ
る
　
事
な
り
、
〔
（
〕
一
是
は
具
足
着キ
始
ハ
ジ
メ
ル
ニ
吉
、
出
陳
帰
陳
に
も
吉
（
（
表
）
（
図
中
注
記
）
　
か（
鰹
）
つ
う
ほ
五
也
　
打
あ
わ
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
前
　
か
ち
く
り
〔
（
〕
一
出
陳
之
時
酒
の
む
事
、
さ
か
つ
き
を
あ
（
上
）け
も
せ
す
引ヒキ
　
も
せ
す
、
の
（
飲
）ま
す（ず
ば
）ハ、
の（残
）こり
を
す
つ
る
な
り
、
さ
け
を
こ
ほ
さ
ぬ
　
様
ニ
の
む
な
り
、
〔
（
〕
一
出
陳
之
時
、
酌
シ
ャ
ク
取トリ
人
も
、
ひ（提
子
）
さ
け
も
つ
■
人
も
、
酒
を
（
（
裏
）
　
こ
ほ
し
候
へ
ハ
、
そ
の
酒
大
将
の
む
へ
か
ら
す
、
〔
（
〕
一
出
陳
之
時
、
か（門
）と出
に
酒
の
む
時
ハ
、
手
を
も
ひ（膝
）さを
も
　
つ
く
へ
か
ら
す
、
帰
陳
之
時
ハ
順
に
か
へ
る
へ
し
、
〔
7
〕
一
出
陳
之
時
酌シャ
クの
取
様
、
手
を
も
ひ
さ
を
も
つ
か
す
し
て
、
　
三
度
目
に
く（加
）わへ
候
時
、
左
の
足アシ
を
一
足
左
へ
ひ
　
ら
き
て
く
わ
へ
て
、
又
め
（
馬
）手
の
足
を
ふ
ミ
て
取
な
り
、
　
酌
取
大
将
に
ま（
真
平
）
つ
ひ
ら
に
む
か
ハ
す
、
少
す（
隅
掛
）
み
か
け
て
　
取
也
、
ひ
さ
け
持モチ
候
人
も
、
手
を
も
ひ
さ
を（も
脱
ヵ
）
つ
か
す
し
て
、
（
（
表
）
　
酌
取
の
左
の
方
へ
よ
り
候
て
、
く
わ
へ
候
な
り
、
何
も
順
に
　
ま
わ
る
な
り
、
又
云
、
酌
取
足
を
ひ
ら
か
す
し
て
、
そ
　
の
儘マゝ身
を
も
は
た
ら
か
さ
す
し
て
取
候
人
も
あ
り
、
〔
8
〕
一
出
陳
之
時
、
大
将
三
ケ
日
し（
精
進
潔
斎
）
や
う
し
ん
け
つ
さ
い
し
て
、
ふ（婦
妻
）
さ
い
に
も
　
不
合
、
宿ヤト
に
も
と
（
泊
）ま
ら
る
へ
か
ら
す
、
〔
9
〕
一
出
陳
の
時
髪カミ
ゆ（結
）ふ事
、
軍グン
タ
リ
ノ
ハ
ン
イ
ン
荼
利
の
半
印
に
て
、
　
七
五
三
に
く（櫛
）しを
あ
て
候
也
、
く
ん
た
り
の
半
印
と
ハ
、
　
髪
を
左
の
手
の
大
指ユビ
と
人
さ
し
指
の
爪
を
わ
る
（
（
裏
）
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な
り
、
又
右
の
手
の
大
指
人
さ
し
指
に
て
く
し
を
取
　
事
半
印
な
り
、
其
後
ゆ
（
結
）い
は
（
果
）て
ゝ
先
ひ（
額
）
た
い
に
七
、
さ
て
　
左
に
五
、
右
に
三
く
し
を
あ
て
ゝ
置
な
り
、
〔
（0
〕
一
出
陳
之
時
、
よ（宵
）ひの
火
を
朝
つ（
不
使
）
か
わ
す
、
〔
（（
〕
一
出
陳
之
時
、
凶イム
な
る
事
あ
れ
は
、
帰
り
て
火
を
打
て
、
　
茶
に
て
も
酒
に
て
も
、
わ
か
し
て
の
ミ
て
可
出
、
此
ハ
其
日
　
一
日
の
物
に
て
あ
れ
ハ
、
一
日
を
は
つ
し
か
へ
す
）
（
（
な
り
、
〔
（（
〕
一
出
陳
之
時
、
大
将
の
い（出
）てら
れ
候
中
門
に
て
も
、
又
大
門
（
（
表
）
　
に
て
も
あ
れ
、
さ（塞
）いの
下
に
包
丁
刀
を
、
は
（
刃
）を
外
へ
な
し
て
　
う（埋
）つミ
て
越
さ
せ
申
な
り
）
7
（
、
又
云
、
四
季
に
よ
り
其
時
■玉
　
　
し
た
る
物
を
越
さ
せ
申
事
も
あ
り
、
春
ハ
木
、
夏
ハ
火
、
秋
ハ
　
金
、
冬
ハ
水
、
土
用
ハ
土
を
用
る
な
り
、
〔
（（
〕
一
出
陳
之
時
、
大
将
一
歩
四
面
を
ミ
る
な
り
、
〔
（（
〕
一
出
陳
之
時
、
一
町
の
内
に
て
大
将シヤ
ウあ
と
を
見
る
事
あ
る
へ
　
か
ら
す
、
〔
（（
〕
一
出
陳
之
時
、
大
将
の
馬
、
む（
厩
）
ま
屋
の
内
に
て
い（嘶
）はへ
ハ
く
（
（
裏
）
　
る
し
か
ら
す
、
引
出
し
て
い
は
い
、
又
ハ
身
ふ（震
）るい
す
る （
8
）
　
事
ハ
い
（
忌
）む
な
り
、
其
時
ハ
主
の
具
足
の
上
帯ヲビ
を
し
（
締
）　
　
め
な
を
す
へ
し
、
又
馬
を
も
お
し
ま
ハ
し
て
、
は（腹
帯
）
る
ひ
を
し
　
め
な
を
す
へ
し
）
9
（
、
〔
（（
〕
一
出
陳
之
時
、
馬
の
か（髪
）ミま（捲
）く事
な
し
、
〔
（7
〕
一
出
陳
之
時
、
馬
の
手
綱ツナ
よ（縒
）る
事
、
ゆ（指
）ひの
さ
き
へ
よ
る
へ
　
し
、
手
綱ツナ
を
さ
し
候
事
も
、
く（
轡
）
つ
わ
の
外
へ
出
し
て
さ
す
　
へ
し
、
（
（
表
）
〔
（8
〕
一
出
陳
之
時
、
大
将
ふ（斑
）ちな
る
馬
に
の
（
乗
）ら
す
）
（（
（
、
〔
（9
〕
一
出
陳
之
時
、
馬
を
ひ（
引
立
）
つ
た
て
候
事
、
な
に
の
へ
（
兄
）の
日
ハ
、
中
門
　
の
左
に
ひ
つ
た
て
候
、
な
に
の
と
（
弟
）の
日
、
中
門
の
右
に
ひ
　
つ
立
候
な
り
、
中
門
の
む
き
様
ニ
よ
り
、
馬
の
か
し
ら
北
　
に
な
る
時
ハ
、
い（戊
亥
）
ぬ
ヰ
に
む
く
様
ニ
す
へ
し
、
又
天
一
天
　
上
）
（（
（
の
時
ハ
、
丑うし
と
ら寅
へ
ひ
つ
立
候
な
り
、
〔
（0
〕
一
出
陳
之
時
、
貴
人
見
物
あ
ら
ハ
、
馬
の
上
に
持
た
る
弓
　
の
う（
末
筈
）
ら
は
す
を
少
さ（下
）け
て
、
く（
鞍
笠
）
ら
か
さ
へ
の
り
か
ゝ
り
て
（
（
裏
）
　
礼
を
す
へ
し
、
又
貴
人
に
行
む
か
い
て
物
申
事
あ
ら
ハ
、
　
弓
を
よ
こ
た
へ
て
弦
を
貴
人
の
方
へ
な
し
て
物
を
申
　
へ
し
、
弓
を
な
を
し
候
と
申
ハ
此
事
な
り
、
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〔
（（
〕
一
出
陳
之
時
、
扇
ア
ヲ
ギの
持
様
、
左
の
わ（脇
）きの
い（板
）たへ
さ
し
入
て
　
持
な
り
、
帰
陳
之
時
ハ
、
右
の
わ
き
の
板
へ
さ
し
入
て
持
也
、
〔
（（
〕
一
出
陳
之
時
、
女
に
行
合
候
時
は
、
女
の
ひ（
額
）
た
い
の
と（
通
）
を
り
　
に
、
鞭ブチ
に
て
八
て（点
）んを
打
也
）
（（
（
、
安すな
は
ちの
字
に
な
る
心
な
り
、
〔
（（
〕
一
出
陳
之
時
、
舟
中
に
女
一
人
の（乗
）り
た
る
に
同
舟
す
（
7
表
）
　
へ
か
ら
す
、
若
の
る
事
あ
ら
は
、
弓
の
う（末
）ら筈
に
て
女
と
言
　
字
を
書
な
り
、
然
者
二
人
の
る
と
の
心
な
り
、
〔
（（
〕
一
出
陳
之
時
、
大
将
女
に
う
し
ろ
を
ミ
す
る
事
な
し
、
門
を
　
出
る
時
ハ
心
中
ニ
只
今
敵テキ
を
ミ
る
勢
を
も
つ
へ
　
き
な
り
）
（（
（
、
〔
（（
〕
一
出
陳
之
時
、
物
を
く
い
た
る
筋ハし
の
納
ヲ
サ
メ
様
、
く
い
た
る
方
　
を
先
へ
出
し
て
納
也
、
〔
（（
〕
一
出
陳
之
時
、
射
数
）
（（
（
の
持
様
、
左
の
手
に
持
な
り
、
（
7
裏
）
〔
（7
〕
一
小
具
足
出
立
の
時
、
よ（
四
幅
袴
）
の
は
か
ま
を
下
に
き
（
着
）て
、
か
た
（
肩
衣
）き
　
ぬ
を
上
に
着キ
て
、
其
上
に
上
帯ヲビ
を
す
る
事
、
本ほん
し
き式
な
り
、
　
か
た
き
ぬ
に
も
、
よ
の
は
か
ま
に
も
、
す（生
絹
）
ゝ
し
の
う（裏
）らを
付
る
　
な
り
、
白
う
ら
に
て
も
あ（
浅
葱
裏
）
さ
き
う
ら
に
て
も
、
主ぬし
の
こ
の
ミ
　
た
る
へ
し
、
〔
（8
〕
一
具
足
の
上
帯
の
し
め
様
に
て
、
其
日
打
死
す
へ
　
き
を
し
る
事
、
上
帯
の
む（結
び
目
）
す
ひ
め
の
き（際
）わよ
り
、
両
方
　
な
か
ら
は（端
）しを
つ
め
て
切
な
り
、
二
度（
解
）とく
ま
し
き
覚カク
ゴ悟
也
、
（
8
表
）
　
小
手
の
法
す（
臑
当
）
ね
あ
て
の
法
も
同
前
也
、
〔
（9
〕
一
具
足
着キル
時
、
上
帯
を
し
（
締
）む
る
事
、
出
陳
之
時
は
左
の
　
か（方
）たを
上
へ
な
し
て
し
む
る
な
り
、
帰
陳
之
時
は
右
を
上
へ
　
な
し
て
し
む
る
也
、
〔
（0
〕
一
具
足
を
貴
人
之
前
に
て
着
時
者
、
袴
は
か
まの
も（
股
立
）
ゝ
た
ち
を
　
取
て
着
る
也
、
〔
（（
〕
一
主
の
具
足
着キル
時
は
、
弓
手
の
草クサ
す（摺
）り一
間
の
　
下
に
太
刀
を
は
（
履
）く
な
り
、
（
8
裏
）
〔
（（
〕
一
敵
の
具
足
を
取
て
、
大
将
に
見
せ
申
時
は
、
あ（
総
角
）
け
ま
き
　
の
方
を
ミ
せ
申
候
、
〔
（（
〕
一
小
具
し
て
包
丁
す
る
時
は
、
右
の
小（籠
）手
を
取
て
切
る
也
、
〔
（（
〕 （
足
脱
カ
）
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一
武ブ
グ具
の
物
、
妊くわ
い
ん婦
の
女
に
ぬ
（
縫
）わ
せ
す
、
〔
（（
〕
一
武
具
の
物
、
産
後
卅
三
日
過
さ
る
女
に
手
を
ふ
（
触
）れ
さ
せ
す
、
〔
（（
〕
一
幡ハタ
さ
を竿
取
方
の
事
、
其
年
の
方）（（
（
わ（黄
幡
）
う
は
ん
）
（（
（
の
方
　
よ
り
取
へ
か
ら
す
、
又
北
の
方
よ
り
取
へ
か
ら
す
、
ひ
か
し
に
敵
■
（
の
）
　
あ
ら
は
、
西
の
方
よ
り
取
へ
し
、
（
9
表
）
〔
（7
〕
一
幡
竿
の
は（
鼻
繰
）
な
く
り
の
ま
き
糸イト
ハ
、
■
（
の
）左
糸
な
る
へ
し
〔
（8
〕
一
幡
の
手
を
付
る
時
受
（
呪
）文
　
天
上
天
下
唯ユイ
我
獨ドク
ソ
ン
尊
ほ
く
ん
そ（蘇
婆
訶
）
わ
か
是
を
三
度
　
と
な
へ
て
付
也
、
〔
（9
〕
一
幡
の
手
付
る
様
、
鷹タカ
の
大
の
カ
を
と
む
る
こ（如
）とく
な
る
へ
し
、
〔
（0
〕
一
幡
さ
し
の
足
ふ
ミ
の
事
、
な
に
の
へ
（
兄
）の
日
ハ
、
右
の
足
を
　
先
ふ
ミ
出
し
て
、
順
じ
ゅ
んに
め
く
る
へ
し
、
な
に
の
と
（
弟
）の
日
　
ハ
、
左
の
足
を
先
ふ
ミ
出
し
て
、
逆
ギ
ャ
クに
め
く
る
へ
し
、
（
9
裏
）
〔
（（
〕
一
幡
の
出
入
事
、
幡ハタ
を
出
す
時
ハ
、
幡
竿
の
さ
き
を
　
先
へ
出
し
候
也
、
陳
屋
の
内
な
と
へ
入
候
時
は
、
其
竿
の
本
　
よ
り
入
候
な
り
、
幡ハタ
さ
し
の
左
の
か
た
ニ
持
候
也
、
〔
（（
〕
一
身
方
の
幡
を
ハ
敵てき
の
し
る
し
よ
り
も
高
く
さ
す
へ
し
、
〔
（（
〕
一
軍グン
陳
神
く（
勧
請
）
わ
ん
し
や
う
申
候
時
は
、
丑ウシ
ト
ラ寅
の
方
へ
む
か
ふ
　
へ
し
、
〔
（（
〕
一（
鬨
）時の
聲コヱ
の
と（時
）きむ
か
ふ
方
の
事
、
月
の
上
旬
ニ
ハ
天
に
　
む
か
ひ
て
つ
く
る
な
り
、
月
の
下
旬
ニ
ハ
地
ニ
む
か
ひ
て
つ
く
る
也
、
（
（0
表
）
〔
（（
〕
一
陳
に
て
の
状
し
や
うの
事
、
人
の
名
字
を
書
つ
け
て
、
紙
　
の
は（端
）しへ
す（進
）ゝま
せ
て
書
な
り
、
な（名
乗
）
の
り
を
も
判はん
を
も
　
す
ゝ
ま
せ
候
也
、
又
我
ハ
陳
に
も
い
（
居
）す
し
て
、
陳
屋
ニ
い
た
る
人
　
の
方
へ
遣
ツ
カ
ワ
ス
状ヂヨ
ウに
ハ
、
人
の
方
へ
当
（
充
）所
を
ハ
す
ゝ
ま
せ
て
、
わ（我
）かを
ハ
　
例レイ
シ
キ式
の
所
に
、
名
字
を
も
名
の
り
を
も
可
書
、
又
我
ハ
　
陳
ニ
ゐ
て
、
陳
ニ
も
ゐ
ぬ
人
の
方
へ
遣
状
に
て
あ
ら
ハ
、
人
　
の
方
へ
の
当
（
充
）所
を
ハ
、
常
ツ
ネ
ノの
所
に
書
て
、
我
名
字
な
　
の
り
判ハン
を
も
す
ゝ
ま
せ
て
可
書
、
（
（0
裏
）
〔
（（
〕
一
陳
に
て
の
書
状
に
、
人
の
名
字
官クワ
ン
ド途
又
わ（我
）かを
も
　
書
き
る
事
な
し
、
陳
に
て
の
折ヲリ
カ
ミ紙
の
か
ミ
の
折
様
ハ
、
内
　
の
方
を
少
出
し
て
折をる
な
り
、
打
出
た
る
と
書
心
な
り
、
〔
（7
〕
一
手
負
の
注チウ
文
の
事
、
一
番
に
き（切
）り疵
、
二
番
ニ
打
326
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疵
、
三
番
ニ
つ（突
）き疵
、
そ
の
次
ニ
射
疵
を
し
る
す
な
り
、
〔
（8
〕
一
手
負
の
注
文
の
事
、
た（竪
）て紙
に
は（
端
作
）
し
つ
く
り
に
手
　
負
の
注
文
と
書
て
、
附
■
の
字
を
書
て
、
其
下
に
　
討
死
と
書
な
り
、
討
死
ハ
手
負
の
中
に
も
書
な
り
、
あ
か
り
（
（（
表
）
　
た
る
人
を
ハ
お（奥
）くに
付
る
也
、
手
負
の
注
文
ハ
、
三
段
　
ま
て
は
付
る
な
り
、
四
段
ニ
ハ
付
へ
か
ら
す
、
又
打
死
を
か（書
）ゝ
　
ね
ハ
、
附
を
か
ゝ
す
候
、
〔
（9
〕
一
い
く
さ
場バ
に
て
く（頸
）ひを
見
せ
申
候
時
は
、
頸くひ
の
も（
髻
）
と
と
り
　
を
左
の
手
に
て
取
て
、
右
の
手
に
て
少
お（
面
）
も
て
を
か（隠
）くし
て
　
見
せ
申
て
逆
た
し
かニ
か
へ
る
な
り
）
（（
（
、
〔
（0
〕
一
か（勝
鬨
）
ち
時
と
い
ふ
ハ
、
か
ち
軍
し
て
頸
を
実
見
の
と
き
三
度
つ
く
る
也
、
〔
（（
〕
一
城チヤ
ウの
へ（塀
）いの
さ
（
狭
間
）
ま
の
事
、
長ナガ
さ
二
尺
五
寸
横
ハ
七
寸
也
、
（
（（
裏
）
　
九
字
を
用
る
事
も
あ
り
、
十
字
を
用
る
事
も
あ
り
、
　
其
意
心
ハ
、
さ
（
狭
間
）
ま
の
在
所
の
へ（塀
）いの
下
地
に
、
た
て
に
　
ま（丸
）る竹
を
四
本
立
て
、
横ヨコ
ふ
ち
を
五
と
を
り
ゆ
（
結
）ヘ
ハ
九
　
字
な
り
、
又
四
竪
五
横
に
も
な
る
也
、
さ
ま
の
中
ニ
、
竹
を
　
た
て
に
も
す（隅
）ミち（違
）かゑ
）
（（
（
て
も
、
一
本
ゆ
へ
ハ
十
字
に
も
成
也
、
〔
（（
〕
一
陳
中
に
て
三
魔ま
と
い
ふ
事
、
天
狐こ
地
狐こ
ニ
檀たん
茶ハら
　
羅ミツ
如
是
也
、
天
狐
と
は
、
か（
烏
）
ら
す
鳴なき
、
地
狐
と
ハ
き
つ
（
狐
　
ね）の
な
く
事
、
檀たん
茶はら
羅
）
（（
（
と
ハ
遊
女
の
事
な
り
、
是
を
（
（（
表
）
　
有
在
陳
ハ
久
し
か
ら
す
、
〔
（（
〕
一
武ふ
く具
之
物
ぬ（縫
）い
候
時
、
た
（
凧
　）
こ
ぬ
い
と
ハ
、
帷
な
と
ぬ
い
候
様
ニ
、
二
　
と（
通
）
を
り
ぬ
い
候
な
り
、
ふ
せ
ぬ
い
と
ハ
、
合
て
二
と
を
り
ぬ
い
候
、
つ（
　
ふ粒
々
）
〳
〵
ぬ
い
と
は
、
平
生
物
を
ぬ
い
候
如
く
な
り
、
三
は
り
さ
し
　
と
ハ
、
は（
袴
）
か
ま
の
く（括
）ゝり
）
（（
（
ぬ
い
候
様
ニ
ぬ
ふ
な
り
、
〔
（（
〕
一
頸
を
ミ
せ
申
し
候
て
帰
る
時
ハ
、
前
の
道
よ
り
も
一
尺
二
寸
の
　
け
て
か
へ
り
候
也
、
〔
（（
〕
一
敵
く（頸
）ひの
注
文
の
事
、
竪
紙
に
端
作
に
国
在
所
（
（（
裏
）
　
を
書
て
、
年
号
日
付
を
し
て
、
く
ひ
の
名
字
官クワ
ン　
　
途ド
を
書
て
、
其
名
有
討
捕
候
人
の
名
字
官
途
を
も
大
　
に
書
也
、
お（奥
）くハ
あ（上
）かり
た
る
敵
の
名
字
を
書
也
、
〔
（（
〕
一
頸
の
札
の
書
様
、
上
中
下
あ
り
、
上
を
ハ
真ま
な名
に
書
、
　
中
を
ハ
き（
行
）
や
う
ニ
書
、
下
を
ハ
か
（
仮
名
）
な
に
書
な
り
、
〔
（7
〕
あ
り
一
軍イク
サ
バ
場
に
て
く
ひ
を
ミ
せ
申
候
時
は
、
頸
の
も
と
ゝ
り
を
　
　
左
の
手
に
て
取
て
、
右
の
手
に
て
少
お
も
て
を
か
へ
　
　
し
て
ミ
せ
申
候
て
、
逆
ニ
帰
る
也
）
（（
（
、
カ
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（
（（
表
）
〔
（8
〕
一
頸
を
あ（洗
）らい
候
時
は
、
先
切
口
を
よ
く
そ（
揃
）
ろ
ゑ
候
也
、
　
そ
ろ
へ
候
時
、
く
ひ
お（
面
）
も
て
を
わ（我
）かま（前
）ゑに
む（向
）くる
事
な
し
、
〔
（9
〕
一
頸
を
あ（洗
）らい
候
時
は
、
す（裾
）そよ
り
あ
ら
い
て
、
次
第
に
上
　
へ
あ
ら
い
候
也
、
〔
（0
〕
一
頸
を
こ
し
ら
へ
候
ハ
、
あ
ら
い
て
前
よ
り
髪カミ
を
高
く
ゆ（
　
ひ結
）て
、
後
へ
折おり
わ
け
て
ゆ
ふ
な
り
、
も（
元
結
）
と
ゆ
い
ハ
、
ふ
く
さ
　
紙
よ（縒
）りを
中
に
て
む
す
ひ
つ
け
て
、
両
方
の
は（端
）しを
　
つ
め
て
切
る
な
り
、
（
（（
裏
）
〔
（（
〕
一
頸
を
す
（
据
）へ
候
板イタ
の
廣ヒロ
さ
八
寸
な
り
、
〔
（（
〕
一
頸
を
見
て
の
受（呪
）文
　
天
地
天
門
是
を
三
度
唱
候
也
、
〔
（（
〕
一
身
方
の
頸
を
見
て
の
受（呪
）文
　
生
シ
ヤ
ウ
ジ
ヲ
ン
デ
キ
死
怨
敵
　
即ソク
ヂ
カ
イ
メ
ツ
時
皆
滅
是
を
三
度
唱
候
也
、
〔
（（
〕
一
頸
を
見
せ
申
候
時
は
、
お（折
敷
）
し
き
の
切
目
の
方
を
、
く
ひ
前
に
　
な
し
て
、
た（
畳
）
た
う
紙
を
敷
て
、
頸
を
す
へ
て
、
く
ひ
の
　
前
を
さ
き
へ
な
し
て
、
左
右
の
指ゆひ
を
両
方
の
耳
へ
入
て
、
　
持
寄より
て
、
畏
て
ミ
せ
申
候
な
り
、
た
と
へ
ハ
、
南
む
き
な
れ
ハ
、
西
（
（（
表
）
　
む
き
に
少
い（戊
亥
）
ぬ
い
へ
む
け
て
見
せ
申
な
り
、
〔
（（
〕
一
く
ひ
を
見
せ
申
候
時
も
、
又
ハ
か
（
枷
　）
し
に
か
け
候
時
も
、
生
活
）
（（
（
の
　
方
へ
む
く
る
事
な
し
、
生
活
の
方
と
ハ
丑
寅
の
事
な
り
、
〔
（（
〕
一
頸
を
実
検
之
時
、
酌
の
取
様
、
左
右
の
ひ（膝
）さを
つ
き
て
ま
　
い
ら
せ
、
後
へ
一
足
し（退
）さる
へ
し
、
右
の
方
よ
り
く（加
）わへ
候
な
り
、
　
二
度
目
ニ
く
わ
へ
て
、
其
ま
ゝ
置
へ
し
、
〔
（7
〕
一
頸
実
検
之
時
酒
の
む
事
、
実ちつ
け
ん検
の
前
ニ
、
幕まく
の
中
　
に
て
の
む
也
、
（
（（
裏
）
〔
（8
〕
一
実
検
之
時
酒
を
手タ
向
ム
ク
ル
事
あ
り
、
公ク
ゲ家
な
と
に
ハ
さ（
盃
か
つ
　
き）
を
く（
供
饗
）
き
や
う
ニ
す
ゑ
候
也
、
只
一
度
な
り
、
人
に
よ
り
て
、
く
ひ
　
の
前
ニ
そ
と
こ
ほ
す
事
も
あ
り
、
又
下
て
（
手
）の
く
ひ
に
ハ
魚
道
を
　
か
く
る
事
も
あ
り
、
実
検
の
時
の
て（銚
子
）
う
し
ひ（
提
子
）
し
や
け
を
ハ
、
　
前
の
外
の
実
検
の
間
の
と
を
り
に
置ヲク
な
り
、
大
将
の
　
い（
衣
装
）
し
や
う
ハ
、
実
検
の
已
後
ぬ（脱
）き
か
（
替
）へ
ら
れ
候
也
、
〔
（9
〕
一
頸
を
ミ
る
人
の
出
立
の
事
、
小
具
足
し
て
太
刀
　
を
き（切
刃
）
つ
は
ニ
持
て
、
少
ぬ（抜
）き
か
け
て
、
前
に
人
を
置
て
（
（（
表
）
　
人
の
か（
肩
越
）
た
こ
し
に
左
の
目
し（尻
）りに
て
見
る
な
り
、
又
人
カ
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の
肩カタ
に
手
を
打
か
け
て
も
見
る
也
、
〔
70
〕
一
大
将
の
外
に
頸
ミ
る
人
も
、
刀
を
き（切
刃
）
つ
は
に
し
て
、
少スコ
シ
　
　
ぬ
き
か
け
て
、
つ
は
か（ね
脱
＝
鍔
金
ヵ
）
に
手
を
か
け
て
見
る
な
り
、
〔
7（
〕
一
左
扇わう
きの
事
、
ほ
ね
を
皆ミナ
ひ
ら
き
て
、
左
の
手
に
て
　
つ
か
い
候
也
、
是
ハ
か（
勝
軍
）
ち
い
く
さ
し
て
、
時（鬨
）之
こ（声
）ゑつ
く
る
時
の
　
事
也
、
〔
7（
〕
あ
り
一
か
ち
時
と
云
ハ
、
か（
勝
軍
）
ち
い
く
さ
し
て
、
頸
を
実
検
之
時
、
　
　
　
三
度
つ
く
る
也
）
（（
（
、
（
（（
裏
）
〔
7（
〕
一
頸
の
付
札フダ
木
の
事
、
さ（
椹
）
わ
ら
を
ま（正
目
）
さ
め
に
し
て
付
る
也
、
　
賞
シ
ヤ
ウ
ク
ワ
ン
翫
の
人
の
を
ハ
、
板
め
に
す
る
也
、
札フダ
の
長ナガ
さ
四
寸
は
か
り
　
な
り
、
札
に
あ（穴
）なを
も
（
揉
）ミ
て
も
、
又
ハ
き（刻
）さみ
て
も
、
紙
よ（縒
）りに
て
　
付
る
也
、
賞
翫
の
人
に
ハ
、
杉スキ
イ
タ板
に
て
も
す
る
也
、
左
の
も（
髻
）
と
ゝ
り
　
に
も
付
る
也
、
〔
7（
〕
一
頸
に
付
候
札
ハ
、
く
ひ
の
右
の
こ（小
鬢
）
ひ
ん
に
付
る
也
、
又
も
と
ゝ
り
　
に
も
付
る
也
、
其
つ
け
様
ハ
、
ふ（袱
紗
）
く
さ
紙
よ
り
に
て
、
む
す
ひ
　
目
を
両
方
な
か
ら
つ
め
て
切キル
る
也
、
（
（（
表
）
〔
7（
〕
一
頸
か（掛
）く
る
か
（
枷
　）
し
ゆ
ふ
事
、
な（縄
）わに
て
一ヒト
ヱ重
に
む
す
ひ
て
、
其
上
カ
　
を
な
わ
ゆ
ひ
に
す
る
也
、
是
を
う
ら
む
す
ひ
と
云
な
り
、
む
す
　
ひ
目
お
も
て
ニ
あ
る
へ
し
、
〔
7（
〕
一
敵
の
頸
を
送
候
時
は
、
お（桶
）けに
入
て
、
上
を
き（絹
）ぬに
て
も
　
布ヌノ
に
て
も
、
人
ニ
よ
り
ゆ
ひ
て
送
也
、
桶をけ
の
長
さ
一
尺
二
寸
、
ふ
　
た
ハ
四
方
ふ
た
な
り
、
桶
の
と（綴
）ち目
の
方
へ
、
く
ひ
の
お（
面
）
も
て
　
を
な
し
て
、
札
の
切
目
を
面
へ
□
）
（（
（
な
す
へ
し
、
〔
77
〕
一
侍サム
ラ
イ
ホ
ト
程
の
物
ニ
腹ハラ
を
き
ら
す
る
時
、
酒
を
の
ま
す
る
事
あ
り
、
（
（（
裏
）
　
さ
か
な
ハ
一
さ（
肴
）
か
な
か（
鉋
掛
）
ん
な
か
け
）
（（
（
の
ふ（縁
）ちを
取
て
、
其
に
す
ゑ
て
、
　
切
目
の
方
を
主
の
前
ニ
し
て
す
（
据
）へ
候
也
、
さ（
盃
）
か
つ
き
ハ
天テン
モ
ク目
の
　
臺タイ
を
打
返
し
て
、
か（
土
器
）
は
ら
け
を
す
ゑ
て
出
し
て
、
一
人
に
の
　
ま
せ
て
置
な
り
、
〔
78
〕
一
大
将
の
物
見
と
ハ
、
打
は
し
め
候
は
し
の
一
番
の
を
申
す
也
、
　
其
物
見
よ
り
只
の
人
ハ
物
を
見
候
ま
し
き
な
り
、
〔
79
〕
一
あ
た
ら
し
き
幕マク
打
ハ（
始
）
し
め
候
時
は
、
丑ウシ
ト
ラ寅
の
方
よ
り
　
打
な
り
、
（
（7
表
）
〔
80
〕
一
幕
を
打
と
い
ふ
ハ
出
陳
な
と
の
時
の
事
也
、
引ヒク
と
言
ハ
帰
　
陳
な
と
の
時
、
平
生
ハ
は
（
張
）る
と
も
言
、
舟
の
中
な
と
に
て
ハ
は
し
　
ら
か
す
と
も
言
也
）
（（
（
、
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〔
8（
〕
一
幕
を
う
ち
お
さ
む
る
事
ハ
、
末スヱ
の
は（端
）しを
三
尺
斗
（
計
）内
ゑ
折
り
　
ま
わ
し
候
な
り
、
一
文
字
に
打
と（通
）をさ
ぬ
な
り
、
〔
8（
〕
一
幕
二
て（帖
）う重
而
打
候
時
は
、
後
に
打
候
を
上
に
な
し
て
　
打
な
り
、
〔
8（
〕
一
幕
の
出
入
之
事
、
内
へ
入
さ（様
）まに
ハ
、
芝
打
）
（（
（
を
取
て
、
身
ニ
引
（
（7
裏
）
　
か
け
て
入
也
、
外
へ
出
さ（様
）ま、
芝
打
を
お
も
て
へ
打
出
し
て
　
出
る
也
、
又
出
入
之
事
、
ひ（昼
）るハ
白（日
）の
物
見
の
下
、
夜ヨル
ハは
月
　
見
の
下
よ
り
出
入
也
、
〔
8（
〕
一
陳
屋
の
内
へ
人
を
よ
（
呼
）ひ
入
候
時
は
、
ま（幕
）くの
繪ゑ
を
さ
し
て
　
申
候
也
、
我
内
へ
入
時
は
、
紋
）
（（
も
ん（
の
な
き
所
よ
り
出
入
す
る
也
、
〔
8（
〕
一
一
て
（
張
　）
う
幕
と
ハ
、
ま
く
二
帖
な
り
、
こ
し
ら
へ
様
か（
格
別
）
く
へ
つ
　
な
り
、
只
一
帖
を
ハ
か（片
）た幕
と
も
半
ま（幕
）く共
申
也
、
〔
8（
〕
一
こ（小
紋
）
も
ん
の
ま
く
を
ハ
は
し
に
打
、
あ
（
藍
　）
ひ
の
ま
く
を
は
ハ
二
番
ニ
（
（8
表
）
　
打
、
我
か
家
の
紋
の
幕
を
ハ
陳
屋
の
内
に
打
な
り
、
昔
　
は
大
将
ハ
二
重
に
打
也
、
又
小
紋
の
幕
に
家
の
紋
つ
け
　
す
、
又
あ
ひ
の
ま
く
ハ
む（無
文
）
も
ん
の
あ（浅
葱
）
さ
き
な
り
、
是
ハ
院いん
の
　
ま
く
な
り
、
夜
る
の
ま
く
な
り
、
カ
カ
〔
87
〕
あ
り
一
ゆ（弓
懸
）
か
け
を
さ
す
に
、
て
（
手
）の
こ（凍
）ゝへ
ぬ
事
、
雪
に
て
手
を
よ
く
　
　
　
あ（洗
）らふ
な
り
）
（（
（
、
〔
88
〕
あ
り
一
む（斑
）らこ
き
）
（（
（
の
事
、
赤
ア
カ
ウ
ル
シ
漆
に
ぬ
（
塗
）る
へ
し
、
外
竹
の
内
か（角
）とう（末
）ら
　
　
　
弭（は
ず
）よ
り
本
は（弭
）すま
て
こ
き
と（通
）をし
て
、
内
う
ち
か
と
の
木
（
（8
裏
）
　
　
　
を
う
■ら
は（末
弭
）
す
よ
り
一
尺
五
寸
は（
計
）
か
り
下
へ
、
一
尺
は
か
り
こ
く
　
　
　
へ
し
、
又
附
）
（（
捲（
の
上
よ
り
下
ま
て
一
尺
斗
こ
く
へ
し
、
又
　
　
　
弓
の
外
ニ
な
る
方
の
木
を
、
少
ニ
（
々
　）竹
へ
か
け
て
、
う
ら
　
　
　
は
す
よ
り
一
二
寸
さ（下
）け
て
、
長
さ
一
尺
二
寸
斗
こ
き
　
　
　
て
、
又
に（握
）きり
の
上
の
木
を
一
尺
餘
こ
く
へ
し
、
又
附
の
　
　
　
下
も（
本
弭
）
と
は
す
の
上
二
寸
こ
し
て
一
尺
あ
ま
り
ニ
こ
く
へ
し
、
　
　
　
都とり
合
五
所
な
り
、
何
も
木
を
や
り
ち
か
ゑ
て
こ
く
へ
　
　
　
き
也
、
返
々
も
秘
事
な
り
、
卒そこ
つ
に忽
に
人
に
く（口
伝
）
て
ん
す
へ
か
ら
す
、
（
原
裏
表
紙
見
返
し
）
　
　
　
　
　〔
修
補
奥
書
〕
　
　
　
　
　
　
　
右
出
陣
次
第
褾
裏
書
北
条
左
衛
門
大
夫
氏
勝
也
　
　
　
　
　
　
　
依
為
古
本
令
披
損
之
間
、
今
度
加
装
潢
畢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弘（一
八
四
六
）
化
三
年
十
二
月
十
七
日
大
夫
尉
壽
（
澤
村
）栄
カ
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（
（
）　
原
文
で
は「
糸
偏
に
相
」に
見
え
る
字
だ
が
、
こ
れ
は
浅
葱
色
を
意
味
し
、
通
じ
に
く
い
。『
大
和
三
位
宗
恕
家
乗
』（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）
に
は
、「
御
帰
陳
御
肴
組
調
進
」
と
肴
の
下
に
「
組
」
と
読
め
る
字
が
あ
り
、
ま
た
『
伊
勢
兵
庫
守
貞
宗
記
』（
続
群
書
類
従
第
二
四
輯
上
）
に
は
、「
出
陣
肴
く
み
様
之
事
」「
開
陣
の
肴
く
み
の
事
」
と
い
う
条
文
と
図
解
が
あ
り
、「
肴
の
組
合
せ
」
を
意
味
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。「
組
」
の
誤
字
な
い
し
異
体
字
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
（
（
）　「
は
や
す
（
生
や
す
）」
は
、「
切
る
」
と
い
う
こ
と
を
忌
ん
で
逆
に
い
う
語
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。「
は
や
さ
ず
」
で
「
切
ら
な
い
」
の
意
。
（
（
）　
盃
が
三
つ
重
ね
て
あ
る
こ
と
を
示
す
。
（
（
）　
こ
こ
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
図
と
肴
は
、『
宗
五
大
草
子
』
に
、「
常
の
三
の
盃
の
様
　
公
方
様
に
て
朔
日
節
句
其
外
御
祝
の
時
か
く
の
ご
と
し
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
図
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
は
、
昆
布
、
う
ち
の
し
あ
わ
び
、
か
ち
ぐ
り
の
数
は
そ
れ
ぞ
れ
五
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
中
央
の
作
法
を
元
に
独
自
の
変
更
と
意
味
づ
け
を
付
加
し
て
、
家
の
秘
伝
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、「
澤
氏
古
文
書
」
に
も
、
出
陣
・
帰
陣
の
同
様
の
図
を
載
せ
た
、
永
正
一
三
年
（
一
五
一
六
）
の
料
理
に
関
す
る
故
実
書
が
あ
る
（『
松
阪
市
史
第
三
巻
史
料
編
古
代
・
中
世
』（
松
阪
市
、
一
九
八
〇
年
）
所
収
）。
（
（
）　
ぎ
ょ
ど
う
。
杯
の
底
に
残
っ
た
酒
。
（
（
）　「
外
し
返
す
」
か
。
や
り
直
す
、
の
意
と
思
わ
れ
る
。
（
7
）　「
は
う
ち
や
う
こ
ゆ
る
事
、
中
門
へ
出
、
妻
戸
の
内
の
さ
い
の
き
ハ
に
さ
き
を
左
へ
な
し
、
は
を
向
て
を
き
て
こ
ゆ
る
也
、
帰
る
時
ハ
は
を
外
へ
向
て
こ
ゆ
る
也
」（『
射
御
拾
遺
抄
』
続
群
書
類
従
第
二
三
輯
下
）。『
出
陣
日
記
』（
続
群
書
類
従
第
二
五
輯
上
、「
武
田
の
旧
記
」
と
さ
れ
る
）
に
も
ほ
ぼ
同
文
の
記
述
が
あ
り
、
ま
た
別
に
「
帰
陣
の
時
は
刃
を
内
へ
な
し
て
可
越
」
と
い
っ
た
記
述
も
あ
る
。
（
8
）　
一
度
書
い
た
「
シ
ン
ニ
ョ
ウ
に
不
」
と
い
う
文
字
の
、「
不
」
の
部
分
を
抹
消
し
て
「
玉
」
と
書
い
て
い
る
。「
シ
ン
ニ
ョ
ウ
に
不
」
は
「
還
」
の
異
体
字
と
さ
れ
、「
シ
ン
ニ
ョ
ウ
に
玉
」
は
辞
書
に
見
当
た
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
意
味
は
未
詳
だ
が
、
シ
ン
ニ
ョ
ウ
と「
し
た
る
」
と
い
う
送
り
仮
名
を
生
か
す
な
ら
、「
適
し
た
る
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
か
。
（
9
）　「
軍
陣
の
出
さ
ま
に
馬
い
ば
ふ
事
、
む
ま
や
に
て
い
ば
ふ
は
よ
し
、
引
出
し
て
の
る
時
、
同
乗
時
い
ば
ふ
は
凶
也
、
此
時
ハ
具
足
の
上
帯
を
と
き
て
む
す
び
な
を
す
へ
し
、
同
腹
帯
を
も
ゆ
ひ
な
を
す
へ
し
、
ま
た
自
然
は
な
を
ひ
る
事
も
あ
る
へ
し
、
そ
の
時
も
上
お
び
な
ど
ゆ
ひ
な
を
す
へ
し
」（『
射
御
拾
遺
抄
』）。『
出
陣
日
記
』（
前
掲
注
（
7
）
に
も
ほ
ぼ
同
文
の
記
述
が
あ
る
。
（
（0
）　「
馬
も
毛
に
よ
り
て
引
出
物
に
用
捨
の
義
候
哉
の
事
、
常
に
は
馬
の
毛
に
よ
り
て
嫌
義
無
之
、
ぶ
ち
を
ば
用
捨
候
」（『
大
内
問
答
』）。
註
（
（（
）　
陰
陽
道
で
、
天
一
神
が
天
上
に
い
る
と
さ
れ
、
方
違
の
必
要
が
な
い
日
。
癸
巳
か
ら
戊
申
ま
で
の
十
六
日
間
。
（
（（
）　「
八
て
ん
を
打
」
は
、「
八
の
形
に
点
を
打
つ
」
の
意
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
ウ
冠
に
見
立
て
て
い
る
。
（
（（
）　「
軍
陳
へ
出
給
ふ
時
、
女
に
う
し
ろ
み
せ
ぬ
事
也
」（『
今
川
大
双
子
』
群
書
類
従
第
二
二
輯
）、
「
大
将
軍
門
出
ノ
時
、
女
人
ニ
後
（
見
脱
カ
）
セ
ヌ
事
也
、
可
慎
、
軍
障
碍
ハ
女
人
ノ
交
ニ
過
タ
ル
禁
忌
ナ
シ
、
五
障
ノ
女
人
ト
テ
サ
ハ
リ
災
凶
ノ
誡
、
是
第
一
ノ
凶
兆
ナ
リ
、
尤
可
畏
也
、
出
門
ノ
時
ハ
、
只
今
見
敵
カ
如
ノ
可
成
勢
」（『
兵
将
陣
訓
要
略
鈔
』
続
群
書
類
従
第
二
五
輯
上
）。
（
（（
）　「
射
数
」
未
詳
。
或
い
は
弓
の
こ
と
か
。
（
（（
）　「
方
」
の
右
に
、「
ヒ
」
の
よ
う
な
振
り
仮
名
状
の
も
の
が
三
つ
書
い
て
あ
る
が
、
意
味
未
詳
。
（
（（
）　
陰
陽
道
で
言
う
八
将
神
の
一
つ
で
、
軍
陣
の
守
護
神
と
さ
れ
る
。
（
（7
）　「
逆
」
の
振
り
仮
名
は
「
た
し
か
」
と
読
め
る
が
、
意
味
的
に
は
「
た
だ
ち
」
か
。
（
（8
）　
隅
と
隅
を
結
ぶ
こ
と
。
筋
交
い
。
（
（9
）　
檀
波
羅
密
。「
檀
」は
布
施
の
意
。
悟
り
を
得
る
た
め
に
財
宝
や
真
理
を
施
す
行
の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
遊
女
の
隠
語
と
な
っ
て
い
る
。「
檀
茶
羅
」
と
表
記
し
た
の
は
、「
曼
荼
羅
」
と
混
同
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
（
（0
）　
袴
の
裾
を
括
る
た
め
の
紐
。
（
（（
）　
第
（9
条
と
同
内
容
。「
一
」
の
上
に
「
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
今
川
大
双
子
』
に
も
、「
頸
を
御
目
に
懸
る
事
、
左
の
手
に
て
本
ど
り
を
執
、
右
に
て
台
を
取
り
て
」
な
ど
と
あ
る
。
実
検
作
法
に
つ
い
て
の
記
述
は
、『
伊
勢
兵
庫
守
貞
宗
記
』
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
（
（（
）　
し
ょ
う
か
つ
。「
生
き
返
る
こ
と
、
蘇
生
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
（
（（
）　
第
（0
条
と
同
じ
。
（
（（
）　
文
字
未
判
読
。
右
に
振
り
仮
名
状
の
「
ヒ
」
の
よ
う
な
も
の
が
書
か
れ
て
い
る
が
意
味
未
詳
。
（
（（
）　
鉋
掛
折
敷
。
（
（（
）　『
奉
公
覚
悟
之
事
』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
幕
の
事
、
口
伝
あ
ま
た
可
在
之
、
出
入
之
事
毎
篇
之
義
な
り
。
先
い
さ
ゝ
か
も
内
へ
ま
く
り
入
事
不
可
有
之
、
出
入
之
時
す
そ
を
そ
と
へ
ま
く
り
出
し
て
、
た
ゝ
み
あ
げ
出
入
べ
し
、
常
ハ
は
る
と
云
べ
し
、
敵
を
見
か
け
て
ハ
う
つ
と
云
う
べ
し
、
船
中
に
て
ハ
は
し
ら
か
す
と
云
べ
し
、
法
事
又
は
楽
人
ハ
ひ
く
と
云
べ
き
也
」
こ
の
種
の
言
葉
の
使
い
分
け
は
、
類
書
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
（
（7
）　
幕
の
裾
の
部
分
。
（
（8
）　「
紋
」
は
、
原
本
で
は
ニ
ン
ベ
ン
に
文
。
以
下
同
。
　
　
な
お
、
幕
へ
の
出
入
り
に
つ
い
て
は
、『
京
極
大
草
紙
』『
小
笠
原
入
道
宗
賢
記
』『
伊
勢
兵
庫
守
貞
宗
記
』『
伊
勢
六
郎
左
衛
門
尉
貞
順
記
』『
伊
勢
貞
興
返
答
書
』
な
ど
に
も
類
似
し
た
内
容
の
記
述
が
あ
る
。
幕
の
仕
立
て
方
に
つ
い
て
は
、『
兵
具
雑
記
』（
続
群
書
類
従
第
二
五
輯
上
）
に
図
入
り
で
説
明
が
あ
る
。
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（
（9
）　
本
条
と
次
条
は
、
一
つ
書
き
の
上
に
「
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
条
項
は
本
文
中
に
見
あ
た
ら
ず
、
意
味
未
詳
。
（
（0
）　
こ
く
（
扱
く
）
＝
こ
す
っ
て
落
と
す
、
の
意
か
。
（
（（
）　
本
条
は
、『
射
御
拾
遺
抄
』
に
ほ
ぼ
同
内
容
の
条
文
が
あ
り
、「
に
き
り
の
上
よ
り
に
き
り
の
し
た
ま
て
」
と
あ
る
の
で
、「
捲
」
は
「
握
り
」
の
部
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。『
射
御
拾
遺
抄
』
は
、
応
永
二
九
年
（
一
四
二
二
）
小
笠
原
持
長
ら
の
奥
書
が
あ
る
主
に
弓
関
係
の
故
実
書
だ
が
、
す
で
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
以
外
の
軍
陣
の
作
法
も
含
ん
で
い
る
。
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